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平成２０年第２回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２０年６月１３日（金曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（１５１５１５１５名名名名））））    

  議 長  林   国 夫 君 

  副議長  内馬場 克 康 君 

   １番  吉 岡 文 子 君 

   ２番  森 川   明 君 

   ３番  五 十 嵐 聡 君 

   ４番  高 橋 幹 夫 君 

   ６番  阿 部 義 一 君 

   ７番  長谷川 吉 春 君 

   ８番  米 田 良 克 君 

   ９番  白 木 優 志 君 

  １０番  小 関 勝 教 君 

  １１番  土 井 敏 興 君 

  １２番  本 郷 幸 治 君 

  １３番  紫 藤 政 則 君 

  １５番  谷 村 孝 一 君 

 

◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  佐 藤 昭 雄 君 

 総 務 部 長  板 東 知 文 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  岡 嶋 博 文 君 

 農 政 部 長  林   信 孝 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  奥 山 隆 司 君 

 消  防  長  佐 藤 賢 治 君 

 総務部総務課長  小 橋 一 夫 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

 教育委員会委員長  白 戸 仁 康 君 

 教  育  長  村 上 忠 雄 君 

 教 育 部 長  安 田 昌 彰 君 

 

 選挙管理委員会委員長  熊 野 宗 男 君 

 事 務 局 長  大 道 良 裕 君 

 

 農業委員会会長  佐 藤 博 道 君 

 農業委員会事務局長  山 崎 一 広 君 

 

 監 査 委 員  川 村 英 昭 君 

 監査事務局長  嵯 峨 和 樹 君 

 

◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

 事 務 局 長  藤 井 英 昭 君 

 次     長  中 平 匡 司 君 

 

午前１０時００分 開議 

●議長林 国夫君 これより本日の会議を開

きます。 

 

●議長林 国夫君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。 

３番 五十嵐聡議員 

４番 高橋幹夫議員 

を指名いたします。 

 

●議長林 国夫君 次に日程の第２、一般質
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問に入ります。 

 発言通告により、順次発言を許します。 

 15 番、谷村孝一議員。 

●15 番谷村孝一議員（登壇） 平成２０年第

２回市議会定例会にあたり、私は大綱２点に

ついて市長並びに教育長に質問いたします。 

 大綱１点目は、行政改革についてでありま

す。１つは、国における三位一体改革による

税財政制度の改革に加え、年金、介護保険、

障害者福祉医療制度など、今まさに２００６

年の骨太方針に基づいて、社会保障制度全体

が改革の嵐にあっております。大幅な改正が

行われているところでございます。特に税財

政改革のもとで本市における地方交付税等、

この５年間で約７億円が減少することとなり

ました。 

 美唄２１世紀まちづくりプラン後期基本計

画において、平成１８年から２２年までの５

年間の計画期間。将来人口３万１，０００人。 

 重点政策では、福祉、環境、交流、経済振

興を加え、横断的かつ重点的に取り組むと示

されておりますが、交付税の減少、人口減少

等による市税の減収。さらには各産業分野の

低迷等、美唄市においては大変厳しい行政運

営を行っていかなければならない現状のもと、

自立的に生きていけるかどうかは、市民にと

って大きな関心があるところであります。 

 そこで、市長は市民並びに職員の、これら

に対する認識をどう認識されているのか、お

聞きをいたします。 

 また行政のスリム化は、今まで以上に避け

て通れない問題でありますが、今後どのよう

に進めようと考えているのかもお答えいただ

きたいと思います。 

 ３つは、平成１６年９月の市長選挙におい

て圧倒的な市民の負託を受け、当選されまし

た市長は、３本柱で３０の約束に賑わいをつ

くるための７つの提案も公約されました。当

選以来３年９ヶ月が経過しようとしておりま

す。この間１７項目に及ぶ事業が実施されて

おり、生き生きとした人づくりで生活安全条

例の制定、乳幼児のブックスタートなど、行

政経費の見直し、民間活力の導入等が実施さ

れたことは、行政改革に向け一定の評価はで

きるものと考えておりますが、一方で、市立

美唄病院の累積債務解消や改革プランの作成、

今回明らかになった第三セクターへの債務一

括返済が余儀なくされた、1 億２，８００万

など、しっかりとした財政健全化計画の策定

が必至の状況であり、これら当面する課題解

決の道筋をつけ、市民が安心できるまちづく

りをしなければなりません。 

 しかし、まだまだ行政の無駄を含めて市民

の視点は厳しいものがございます。市長とし

て、このような声をどのように受け止め、今

後の行政改革に向け取り組まれようとしてい

るのかお聞きいたします。 

 ４つに、平成２０年度の市政執行方針が３

月第１回定例会で示されました。この中で地

域社会を取り巻く環境は大きく変化する中、

自治体経営は、新たな転換期を迎え、行政の

力では対応が難しい時代に入っているという

思いをいたしておりました。このため、まち

づくりの主役である市民と協働型社会作りを

進め、地域に誇りと希望の持てるまちづくり

を実現できるよう力を尽くしていかなければ

ならないと決意をされました。まさに市長が

全市民の先頭に立って、人心を１つにしなが
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ら、リーダーシップを発揮することがすべき

ことと思います。このことを踏まえ、今年度

第１回定例市議会で同僚議員の質問にもあり

ましたが、時期の問題もあり、明確な考え方

が示されていなかったわけですが、改めて美

唄市の再生を図るべく、本年９月の市長選挙

に引き続き市民の先頭に立つおつもりがある

か否か、この際率直にお伺いをいたします。 

 次に、教育長にお伺いいたします。その１

点目は、中国四川大地震の教訓についてであ

ります。 

 今年５月１２日の大地震は、発生以来１カ

月を経ようとしておりますが、いまだ続く余

震と２次災害の恐怖に怯え、既にこれまで６

万９，０００人以上の死者、負傷者３７万４，

０００人。行方不明者１万７，８００人にな

り、家屋の倒壊を含めると、１，０００万人

以上の被害があり、被災を受けた中国国民に

対し、心から御見舞いとお悔やみを申し上げ

る次第でございます。 

 さて、今度の大地震は、今年２月の段階の

テレビ放映でブラジルのある予言者が大胆に

予言されておりました。次の５つのことを言

っております。 

 １として、あるアジアの国でマグニチュー

ド９．１の大地震が起こり、１００万人以上

が被災する。 

 ２として日本では２００８年。今年度摂氏

４３度以上になる地域があり、亜熱帯特有の

熱帯等蚊の媒体によるデング病の大流行がな

される。 

 ３つとして、２０１１年新型インフルエン

ザが大流行。世界で７，３００万人の被害が

出る。 

 ４として、２０１３年ブラジルに群生して

いる植物から、エイズワクチンが完成する。 

 ５として２０３６年、直径５００メートル

の小惑星、アポフィスが地球に衝突。１００

メートルの津波が起こる。などを予言してお

りましたが、不幸にも今回の大地震が的中し

たわけであり、今後それらの災害が当たらぬ

よう祈らざるを得ません。 

 いずれにしても、何が起きても不思議でな

い昨今、温室効果により、地球温暖化が進ん

でいる中、天変地異が地球規模で起こる中、

今回の大地震。特に学校の倒壊が著しく、本

来一番安全である学校。生徒に被害が大きか

ったわけです。これを教訓に、地震大国日本

でも、災害時の避難場所として、学校が使用

されるわけでありますが、このほど調査の結

果、全国でいまだ４１％の学校で耐震化が進

んでおらず、政府はこれを受け、早急に改善

するべく、これまでの耐震強度整備費２分の

１補助を３分の２に上げ、残りを地方交付税

で対応するとのことでありますが、本市の場

合も、活断層が走っている状況で、早急に対

応が求められております。小中学校の体育館

も含めて、耐震未整備数と今後の整備計画に

ついてお伺いをいたします。 

 次に、公立高校配置計画についてお伺いい

たします。 

 北海道教育委員会は２００６年に１学年３

学級以下の高校は、原則再編する指針を発表

し、この中で美唄市の２校も検討校として示

されており、ことし６月に具体的に空知南学

区の美唄高校と美唄工業高校を募集停止し、

２３年に新設高校の設置が発表されました。 

 報道では美唄市の中卒者の減少。市内への
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進学率が低いこと。現時点でも両校の定員割

れなどが主な要因のようでありますが、今後

５年くらいの中で中卒者の推移と子供を持つ

父母の地元両校の意識調査などを行われたの

かお伺いをいたします。 

 また、新聞報道では教育長のコメントの中

で今回の計画案については、現実として冷静

に受け止めなければならないという、コメン

トが載っておりました。今後９月のタイムリ

ミットまでにどのような内容の選択肢がある

のか。そして最終的にどのように集約される

のか。タイムスケジュールも含めてお答えを

いただきたいと思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 （登壇） 谷村議員の質

問にお答えします。 

 初めに、行政改革について。市民、職員の

認識についてでありますが、これまで自立推

進計画などに基づき、行財政改革に取り組ん

できたところであります。 

 職員については、社会経済情勢の変化を的

確に捉え、市民の皆さんとともに協働のまち

づくりを進めていくことが求められており、

市民サービスの質の向上とともに、行財政改

革の必要性について、具体的な取り組みの中

で認識を深めて来たところであります。 

 一方、市民の声として、さらに行政改革を

進めるべきというご意見もあるものと認識し

ております。 

 次に、行政のスリム化についてであります

が、行政運営に当たっては、常に人口や産業

構成などを考慮した、規模の適正化並びに組

織及び運営の合理化が求められております。 

 これまで自立推進計画などに基づき、事務

事業の見直しや施設の統廃合、指定管理者の

導入、民間委託などを勧めてまいりました。 

 また、職員数については、この４年間で病

院医療職を含め１１３人、約２０％減となる

など、組織のスリム化に努めたところであり

ます。 

 次に、今後の取り組みについてであります

が、現在の逼迫した財政状況や市立美唄病院

の経営状況などを踏まえ、今後も一層の行財

政改革に取り組まなければならないものと考

えております。 

 その基本とするところは、財政健全化の実

現による自治体経営基盤の強化と、協働のま

ちづくりによる住民自治の確立であります。 

 今後まちづくり基本条例の理念と原則を踏

まえつつ、財政健全化計画を新たに策定する

とともに、自立推進計画の見直しを行う中で、

具体的な取り組みを進めてまいります。 

 次に、市長選についてでありますが、私は、

平成１６年１０月に市長に就任して以来、諸

課題に対し、全力を尽くしてまいりました。

しかしながら、取り組むべき難題が山積して

いると考えており、「生き活き美唄」の実現は、

道半ばの状況にあります。 

 そのような中で、ふるさと美唄にも明るい

兆しも見え始めております。 

 １つは、露天掘りで脚光を浴びている石炭

の再生であり、２つには、食の安全・安心か

ら美唄の農業にチャンスが訪れていること、

３つには、アルテピアッツァ美唄や、宮島沼、

そして東明公園などを訪れている人が年々増

えていることであります。 

 このような明るい兆しを確実なものとし、

「もっと輝く生き活き美唄」を目指して、財
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政健全化と地域活性化に全力投球する為、９

月の市長選挙に無所属の立場で出馬すること

といたしました。 

 特に取り組む内容といたしましては、交流

人口と美唄のファンを増やし、街の活性化を

図ること、安全・安心な生活を地域とともに

守ること、食にこだわったまちづくりを民間

とともに進めること、地域医療と救急体制の

確立に努めること、行政経費のスリム化と収

入増を図り、財政の健全化に努めることであ

ります。 

 引き続き美唄の未来づくりに私の持てる力

を傾注してまいりたいと考えております。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君（登壇） 谷村議員のご

質問にお答えをいたします。 

 初めに、本市学校施設の耐震整備の状況に

ついてであります。 

 このたびの中国・四川省大地震で尊い命を

亡くされた方々や、被災された方々に心から

お悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 学校施設の耐震整備につきましては、建築

基準法が昭和５６年に改正され、改正以後の

建築物に関しては、耐震補強等の必要がない

施設と判断されており、それ以前に建てられ

た施設について耐震診断を行い、耐震補強等

を実施することとされております。 

 本市におきましては現在のところ、耐震化

が必要な学校施設については、小学校校舎８

校、体育館７館、中学校校舎１校、体育館１

館の他、一部中学校の特別教室棟１カ所とな

っているところでございます。 

 なお、耐震化の必要な茶志内小学校・西美

唄小学校につきましては、中学校の統合によ

り、耐震構造になっております旧茶志内中学

校と旧西美唄中学校にそれぞれ移転を行うこ

ととしており、８月には耐震整備が必要な小

学校校舎は６校、体育館は６館となります。 

 また今後の整備計画につきましては、本年

度において今後の耐震化に向けた、優先順位

を判断していくこととしており、この優先順

位を基に、耐震化に対する補助率の改正や学

校の適正配置の考え方とともに、財政状況等

踏まえながら、耐震診断、耐震改修へと進め

てまいりたい。このように考えているとこで

ございます。 

 次に、公立高等学校配置計画についてであ

りますが、初めに、空知南学区と本市の中学

卒業者数について今後５年間の見込みについ

て申し上げます。 

 平成２１年は１，７３８名。うち美唄は、

２３６名。平成２２年は１，６１７名。うち

美唄は２２５名。平成２３年は１，５９３名。

うち美唄は２３５名。平成２４年は１，５２

８名。うち美唄は２１０名。平成２５年は１，

４８０名。うち美唄は２１１名となっており

ます。 

 次に、保護者への意識調査についてであり

ますが、これまで生徒や保護者の方々に、地

元高校への関心を深めて頂く為、市内高校の

特色ある活動状況を広報メロディーに折込む

などして、市民周知のために高校等と連携を

図ってきたところでございます。 

 本市の高校のあり方についても保護者を初

め広く市民の方々から意見をお聞きすること

が大切だと考えているところでございまして、

市ＰＴＡ連合会など、関係機関と連携をとり

ながら、市内高校のあり方について保護者の
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方々の意見の把握に努めてまいりたい。この

ように考えております。 

 次に、公立高等学校配置計画のタイムスケ

ジュール等についてでありますが、道教委が

６月３日に公表いたしました平成２１年度か

ら平成２３年度までの「北海道公立高等学校

配置計画（案）」の中で、新たに平成２３年度

に美唄高校と美唄工業高校の再編統合が示さ

れたところでございます。 

 これを受けて、６月下旬に美唄市高校問題

等対策協議会を開催いたしまして、この計画

（案）に対する意見などの集約を行い、来月

７月上旬には道教委の出席を求め、協議会で

のご意見などへの回答、意見交換を行うこと

としております。 

 これらの協議を踏まえまして、７月末には

協議会で市内高校の望ましい高校配置のあり

方をまとめていきたい。このように考えてい

るところでございます。 

●議長林 国夫君 15 番、谷村孝一議員。 

●15番谷村孝一議員 この場から１点だけで

ございますけれども、再質問をさせていただ

きます。 

 ただいま市長から力強い２期目に向けての

決意を伺ったわけであります。しかし、今本

市を取り巻く環境というのは非常に厳しいも

のがございまして、財政問題しかり。それか

ら街の活性化しかり。そういった中で、美唄

の底上げを図っていかなきゃならない。そう

いう状況下にあると思います。そういう中で、

市長はこれからの自治運営については市民と

の協働自治を構築しなきゃならない。こうい

うことで、答弁の中でも力説をいたしており

ましたけれども、まさにそう思うんです。そ

ういう中にあってで、もう今財政的にもそれ

から、施策的にも前へ進めるために、理事者

だけの考え方、構造だけでは立ち至っていか

ない状況下にあると思います。 

 そういう中で、市民一人ひとりが行政を理

解した中で、いかに協働歩調がとれるか。そ

れからもう１点は、美唄市の議会でございま

す。議員のそれぞれの私たちも、この美唄市

の浮沈に関わる状況を脱皮するためには、や

っぱり議員一人ひとりも協力をしていかなけ

ればならないだろうと。こういう思いがいた

しております。 

 そういう中で、我々の立場というのは、い

わゆる二元代表制ということで、我々も住民

から選ばれておりますし、市長自身も住民か

ら選ばれている。いわゆる二元代表制をとっ

ているわけでして、それにはそれぞれ定めが

あって、そういう中で、お互いの責任と権限

の範疇を保ちながら行かなければならないと

いうのは、これまでも一緒でございます。し

かしながら、今前段申し上げましたように、

まちづくりに関しては、これから一人ひとり

の議員も率直に参画をして、美唄をアピール

し、にぎわいを創設しなきゃならないだろう

と。こういう思いがいたしております。 

 市長自身これからの行政運営の中で対議会

に対して何か思いがあったら、この際、お聞

かせをいただきたいと思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 谷村議員の質問にお答え

します。 

 議会との関係についてでありますが、まち

づくりは市民、市議会、そして私、市長がそ

れぞれの役割を果たしていくことが重要であ
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ると考えてございます。 

 まちづくり基本条例を制定する際にも、議

会の皆様とは、本市のまちづくりの根幹を成

す理念や原則に関して協議させていただき、

一体とした条例をつくることが出来ました。 

 今後、このようにさまざまな面で議会の皆

様と力を合わせて、自立と協働のまちづくり

に邁進しなければならないものと考えており

ますので、それぞれの責任と権限を尊重しつ

つ、引き続きお力添えをいただくようお願い

申し上げる次第でございます。 

●議長林 国夫君 15 番、谷村孝一議員。 

●15番谷村孝一議員 本当は１回でやめよう

と思ったんですが。型どおりの、今市長から

本議会に対する思いを言っていただきました。 

 いずれかの時点で市長も言っておりました

ように、色々な、街を活性化するための催し

だとか、それからそういった事業が展開され

る中で、どうも議員の皆さん方の出席がいま

一度だというような話もいたしておりました

ことから、今回７月の１日から３日まで東京

都庁で美唄の物産展がございます。そういう

中で過日、会派の中で検討いたしまして、ぜ

ひこういった場面で、我々も行ってお手伝い

しようじゃないかと。こういうような事で今

年から政務調査費はないですけれども、自費

でそれぞれ参加をして、お手伝いをしてはど

うかと。こういうことで今調整をいたしてお

るところでございます。 

 それから、今日お配りいただきました、７

月１４日の福祉大会ですか。こういった事業

も軒並みこうあるわけですが、こういった事

業展開にも是非、我々参画をさせていただき

たいと思いますし、そういう意味でそれぞれ

の責任と権限を守りながらも、一緒になって、

美唄のまちを盛り上げていきたいという考え

方でございますので、そのことも踏まえて市

長からさらにあればお伺いいたしたいと思い

ます。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 谷村議員の質問にお答え

いたします。 

 街づくりというのは、先程も言いましたよ

うに、市民、市議会そして、行政が本当にそ

れぞれの役割を果たす。これが今一番求めら

れているのかなと、こんなことを考えており

ます。 

 その際、いろんなイベントとか、街づくり

のいろんな行事等ございます。そういうもの

にぜひ参加していただいて、共に街を盛り上

げていくと。活力のある街にしていくんだと

いう、そういうことでご協力をいただければ

幸いでございます。 

●議長林 国夫君 次に移ります。 

 11 番、土井敏興議員。 

●11 番土井敏興議員（登壇） 平成２０年第

２回市議会定例会にあたり、私は大綱４点に

つきまして、市長並びに教育長にお伺いをい

たします。 

 今定例会冒頭に平成１９年度各会計決算概

要が明らかになりました。一般会計において

は赤字決算となり、よって、今後はさらなる

緻密な行財政運営が強いられることとなった

わけでありますが、こうした中市長は、今ほ

ど２期目に向けて、困難が山積する危機的な

状況に果敢に立ち向かうべく、強固な意志と

決意を明らかにされたところでありますが、

そうした思いに敬意を表するとともに所期の
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目的に向け、なお一層の御奮闘を強く望むも

のであります。 

 大綱１点目の財政問題についてであります

が、地方自治体の財政格差是正の一助になる

かについては、若干不透明さがあるところで

ありますが、このたびの地方税法改正におい

て、個人が育ったふるさとなどに納税するこ

とができるとした、実際は寄付金対応として、

色合いの濃い制度が導入されましたが、この

制度の概要はどういったものでありましょう

か。 

 今まさに全国の各自治体が取り組みに向け

様々な検討を始め、使用目的を定めて名称も

ふるさと基金条例やふるさとづくり寄付条例

などとして制定をし、また種々の特色を網羅

して、既に実施に踏み切った自治体も相当数

あるようでありますが、実施に当たっては、

それぞれメリット・デメリットもあると思わ

れますが、どういったことが予測されるので

ありましょうか。 

 確かにいろいろなケースが考えられると思

いますが、本市が置かれている現状を考える

ときに、美唄がふるさとである人。あるいは

美唄にかかわりのある人。美唄で学んだ人。

美唄に関心がある人。等々なにがしか美唄に

縁がある人は、相当数に上るわけであります

し、こうした制度の活用により、さらに美唄

への関心を高めていただき、親しみを持って

いただくとともに、美唄の知名度やイメージ

アップを図るためにも、私は是非取り組むべ

きものと考えますが、いかがでしょう。市長

のお考えをお聞かせいただきたく思います。 

 大綱２点目は、環境衛生問題についてであ

りますが、まず市営墓地につきましてお伺い

をいたします。 

 設置以来広く市民に利用されてきたところ

であり、先祖を敬い、また家族のよりどころ

ともなっているわけでありますが、市営４墓

地の利用の状況について、それぞれの区画数

と貸出数について。また、墓地によっては、

貸し出す区画がなくなりつつあるとも聞いて

いるところであります。よって新たな整備を

考えなければならないと思うところでありま

すが、そのような予定はあるのでしょうか。

あるとすれば、整備時期、整備の規模、予定

区画数及び造成費等についてお伺いをいたし

ます。 

 次に、省資源対策についてでありますが、

国際的にも新興国の経済発展に伴い、エネル

ギー消費急増。及び穀物を中心とした食糧需

要が急速に高まり、これらが起因となり、ま

すます地球温暖化に拍車がかかり、環境破壊

が危惧されているところであります。 

 来月洞爺湖を舞台に、開催される先進国首

脳会議においても、深刻な状況にある環境問

題が大きなテーマとして扱われることになっ

ているところでもあり、喫緊の課題として、

地球規模でこの対策に取り組まねばならない

と考えるところであります。 

 よって、１点目としまして、本市において

は、温暖化防止に向け、現状どのような取り

組みを進めているのか。 

 ２点目として、以前にもお尋ねをいたしま

したが、公共施設等における取り組みの経

過・現況についてと、そこからどのような成

果を求めていかれるのか。 

 ３点目には、これらを踏まえ、温暖化防止

に向けた今後の実効ある具体的な実行計画を、
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どのように立てて実施に移していくお考えか、

お伺いをいたします。 

 大綱３点目は、交通安全対策についてであ

りますが、市内の交通安全確保のため、それ

ぞれ当該地域より信号機の設置要望が出され

ていたところと思うわけでありますが、私も

過去にこの問題で質問をさせていただいた経

緯もありますが、聞くところによりますと、

本年２カ所設置の予定があるとのことのよう

でありますが、その間、早期設置に向け御苦

労もあったことと思いますが、それらの設置

箇所と決定に至る経過についてと、また、そ

のほかにも、現在どのような地域から要望が

出ているのか、お伺いをいたします。 

 また信号機の設置に当たり、より安全効果

を高めるための信号機周辺整備等についても

どのように図っていくおつもりか、お伺いを

いたします。 

 次に、シートベルトの着用についてであり

ますが、この点につきましては、教育長にも

お伺いをいたしたく思います。 

 今月より道交法の一部が改正され、一部除

外はありますものの、乗用車、大型乗用車両

等の後列座席についても、その着用が義務づ

けられたところであり、私たちも一般的には

承知はしているものの、なかなかまだ十分実

行には結びついていない現状にあるようであ

ります。そこで、本市が所有する市民バスや

スクールバス等における装置設置車両の状況

と装置設置車両におけるシートベルト着用状

況の現状はどのようになっているのか。また、

改正を受け、より安全を確保するためにどの

ような周知体制を整えているのか、お伺いを

いたします。 

 加えて、児童、生徒を始め一般市民、ある

いは市職員に対して、並びに公用車における

シートベルト着用についてどのように今後啓

発等を図っていかれるのかも、あわせてお伺

いをいたします。 

 大綱４点目は、農業問題でありますが、世

界的規模で原油を始め、希少な地下資源の争

奪戦が激化すると共に、新興国の急激な経済

発展に伴う穀物を中心とした需要が急増する

など、さらにはオイルマネーと言われる投資

筋による価格操作も加わり、予断を許さぬ事

態になりつつあると言われていますが、まさ

に美唄農業においてもこのことと無縁ではな

く、そのあり方についてしっかりと考えてい

かなければならないと思うところであります。 

 そこで、１点目として、基幹産業として位

置づけている美唄農業が他業種との中で直近

の調査による算出額等、実態はどのようにな

っているのでしょう。 

 ２点目として、先ほども申し述べましたが、

緊迫しつつある内外の食糧事情や刻々と変化

する消費者の動向を踏まえた対応が当然求め

られるところであり、一方、生産に携わる農

業従事者も高齢化や減少が進み、やがてそれ

ぞれの耕作面積も飽和状態に至るという深刻

な事態を迎えるということも否めません。よ

って、基幹作物はもとより、他業種との積極

的な連携協調を図り、１．５次あるいは２次

的な付加価値を高めていくことができる品目

の導入や、安心・安全をしっかりと視野に入

れた新しい美唄農業のあり方について今こそ

腰をすえた議論と、取り組みが求められてい

ると思いますが、お伺いをいたします。 

 ３点目には、これらのことを踏まえ、食糧
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に対する不安要素が増大する中、本市も備蓄

基地構想等を推し進めていることもあり、短、

中、長期的視野の中で美唄農業が成果を上げ

うるため行政としての目指す姿勢とその中で

果たさなければならない役割についてどのよ

うなお考えを持って望まれるのか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 土井議員の質問

にお答えします。 

 初めに、財政問題について。ふるさと納税

についてでありますが、このたびの地方税法

改正で寄附金税制が見直しされ、「生まれ育っ

たふるさと」や、「愛着のある地域」を応援し

たいという思いを実現しやすくするため、地

方公共団体へ寄附をした場合５，０００円を

超える部分について、個人住民税のおおむね

１割を限度として税額控除が受けられる制度

が設けられたところであります。 

 このたびの改正で寄附がしやすくなったこ

とにより、自治体としてはより一層、寄附金

をふるさとのまちづくりに生かすことができ

ますが、一方、地元住民の方が、他の自治体

へ寄附をした場合は、税収の減少につながる

ものとなります。このため、各自治体におい

て寄附金の獲得に向けて、さまざまなアイデ

アを講じ、ＰＲの取り組みを始めたところで

あります。 

 本市におきましても現在先進事例等を参考

に検討しているところであり、早い時期にこ

の取り組みのあり方を明らかにしてまいりた

いと考えております。 

 次に、環境衛生問題について。墓地につい

てでありますが、現在市営４墓地の平成１９

年度末までの貸出状況は、進徳墓地１，７６

５区画。茶志内墓地８１３区画。光珠内墓地

１，６６６区画。峰延墓地２１０区画で、合

計４，４５４区画となっております。 

 今後の貸し出し可能な残余区画数につきま

しては、光珠内墓地１３４区画。峰延墓地８

９区画で合計２２３区画となっております。

貸し出し希望の多い光珠内墓地につきまして

は、新しく造成する必要があると考えており、

仮に１０年分で４００区画の貸し出しが可能

で、利用者の利便性に配慮した整備をするた

めには、約７，５００平方メートル程度の用

地が必要となりますので、今後整備の時期な

どについて検討してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、省資源対策についてでありますが、

各家庭から排出される温室効果ガスを把握す

ることができる、「美唄市版環境家計簿」の配

布を行っているほか、平成１８年度から実施

している「出前ミニ講座」におきましては、

平成１８、１９年度で４７回、１，３００人

の方に参加していただき、ごみの減量化を通

じた省資源対策や省エネルギーなどについて

説明させていただいております。 

 今後とも、講座を活用するほか広報メロデ

ィーなどを通じて、温暖化防止に向け取り組

んでまいりたいと考えております。 

 次に、公共施設での取り組みにつきまして

は、平成１８年度には、各所属が所管する施

設などの温室効果ガスの排出量の把握に努め、

平成１９年度には、関係課職員による「美唄

市地球温暖化対策庁内推進会議」を設置し、

二酸化炭素を初めとする、温室効果ガス削減

のための具体的な数値目標の設定や、市が率
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先して行動する取り組み項目などをまとめた

「美唄市地球温暖化対策実行計画」を策定い

たしました。 

 計画では、平成２４年度までに二酸化炭素、

メタン、一酸化二窒素の総排出量を平成１８

年度比、１２．１％削減する目標を定めてお

ります。平成２０年度におきましては、目標

の達成に向け、光熱費等の削減に各所属が取

り組むこととなっており、その結果を踏まえ、

必要な対策を講じてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、温暖化防止に向けた、具体的な実行

計画についてでありますが、美しきまちづく

り条例の中で定めております、環境基本計画

を策定する中で、市民の皆さんが家庭で取り

組むことのできる具体的な温暖化防止対策を

盛り込み、地球温暖化の防止に向けて、取り

組んでまいりたいと考えております。 

 次に、交通安全対策について。信号機の設

置についてでありますが、美唄警察署より、

平成２０年度は２カ所に信号機を新設すると

聞いており、１つは東４条南３丁目市道交差

点で、周辺に小中学校及び病院があり、小学

生等の通行量が多く、横断時の安全を確保す

る為設置されるものです。 

 ２つ目は、東７条北７丁目市道交差点で、

ゆーりん館開設後、車両の通行が著しく、ま

た、道路が変則で、見通しが悪いため設置さ

れるものです。 

 なお、このほかに地域から信号機設置の要

望を受けているものは、美唄駅前西側、東４

条南５丁目交差点、国道１２号線と市道９線

交差点付近などがあり、いずれも道公安委員

会へ要望しているところでございます。 

 次に、周辺整備につきましては、早急に美

唄警察署と協議し、歩道の切り下げ等、必要

な整備を行い、歩行者の安全確保に努めてま

いりたいと考えております。 

 次に、シートベルトの着用についてであり

ますが、「道路交通法の一部を改正する法律」

が本年６月１日から施行されたことに伴い、

後部座席でもシートベルト着用が義務化され、

高速道での違反は反則点１点が課せられます

が、ベルトが装備されていない路線バスは対

象外とされております。 

 市が委託をしている市民バス６台のうち、

２台についてシートベルトが装備されており、

市民が乗車された際に運転者からシートベル

トを装着するよう周知を図っていますが、さ

らにバス車内へ装着を呼びかけるポスター等

掲示し、シートベルト装着の徹底を図ってま

いります。 

 当面は周知に努め、その後月ごとに装着状

況を把握し、以後の周知方法を工夫してまい

ります。 

 次に、周知啓発についてでありますが、市

職員に対し、公用車を利用する際は勿論、自

家用車を使用する際にも全席シートベルトを

着用するよう周知を図ってまいります。また

市民の皆様には広報誌でシートベルト着用を

呼びかけるとともに交通安全教室や街頭啓発

時にあらゆる機会を通じ、周知を図ってまい

ります。 

 次に、農業問題について。美唄農業の実態

についてでありますが、市内製造業の出荷額

が平成１８年調査で１５７億円。商業販売額

が平成１６年調査で２９０億円という中にあ

って、美唄の農業産出額は、平成１８年調査
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で７１億円となっておりますが、本市のまち

づくりを考えた場合、農業は重要な産業であ

ると考えております。 

 次に、内外の食料事情や消費動向を踏まえ

た今後の美唄農業のあり方についてでありま

すが、バイオ燃料ブームや新興国の食料需要

の増加、気候変動などによる穀物価格の高騰

問題のほか、中国産冷凍餃子や国内の牛肉偽

装事件、賞味期限の改ざんなど、食の安心・

安全に対する問題が顕著となっているとこで

あります。 

 本市としましては、こういった諸情勢が、

安心・安全な食糧基地である北海道として大

きなチャンスととらえるとともに、具体的な

今後の方向として、地域特性を生かして米を

中心に、麦、大豆、アスパラガスなど、多様

な農産物を組み合わせた複合経営やインター

ネットを含めた農産物直売、他産業との連携

による付加価値化の促進などにより、農家所

得の向上につなげてまいりたいと考えており

ます。あわせて市内の農業従事者の高齢化や

農家戸数の減少傾向などを踏まえ、個別経営

から共同化・法人化を促進することにより、

経営の安定を図っていくことが必要であると

考えております。 

 また、安心・安全な食糧基地としての役割

を果たしていく意味からも、大規模冷温食糧

備蓄構想の実現に向けて引き続き取り組んで

まいります。 

 成果を上げるための行政としての目指す姿

勢と果たす役割についてですが、農業者の皆

さんを初めとする農協等の関係団体との連携

の下で、共通の理念と方向性を明らかにし、

地域資源を生かした安心・安全な農産物・農

産加工品づくりなどに取り組みながら、足腰

の強い農業・農村づくりを進めてまいりたい

と考えております。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君（登壇） 土井議員の質

問にお答えをいたします。 

 スクールバスのシートベルト着用について

でありますが、現在教育委員会が所有してお

りますスクールバス１２台のうち９台が、シ

ートベルトの装着車両であります。これらに

つきましては、日常的にシートベルトの着用

について、車内掲示を行う他、学校現場での

安全指導は勿論、運転手から直接子ども達に

呼びかけるなどの対応をしてまいりたいと考

えております。 

 また、シートベルト未装備のスクールバス

につきましては、現在のところ新たにシート

ベルトをとりつける予定はございませんが、

スクールバス乗車の為の学校等における利用

指導の中で、乗車中の安全意識の定着が図ら

れるよう、取り組むと共に、運転手に対しま

しても、一層の安全運行の徹底を委託業者に

指導してまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

●議長林 国夫君 11 番、土井敏興議員。 

●11番土井敏興議員 それぞれお答えをいた

だいたとこでありますけれども、２点ほど市

長にお伺いをいたしたいと思います。 

 まず１点目につきましては、ふるさと納税

の関係について、ただ今市長から取り組まれ

るというお答えをいただいたところでありま

すけれども、その際その扱いについて、いわ

ゆる、現行の条例で対応されるのか。またそ

れとも、寄付者にとってわかりやすい新たな
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条例、あるいは基金を設けるおつもりか、そ

の点、お伺いをいたしたいと思いますし、ま

たその実施に当たって、この制度の周知の体

制をどのように組んでいかれるのか、あるい

はそのＰＲの仕方。また一方ではその各自治

体によるこの寄付金の争奪合戦と言うものが

当然予測がされるわけでありまして、そうい

ったところを抜け出すような対策も当然必要

だと思いますけれども、そういった特色のあ

るその特典などが考えておられるのか、どう

なのか。 

 また、これらの生かし方によっては、いわ

ゆる産業の振興、あるいは交流人口増にも当

然つながっていくんじゃないかという期待が

持てるところでもないかというふうに思うわ

けでありまして、特色ある先進事例について、

どういったものがあるのか、その辺の調査も

されているのか。 

 また、そうした先進事例を踏まえて、実施

に向けた整備体制をどう整え、対外的に美唄

を売り込んで行くというためにも、改めて私

は早急に取り組んでいくというふうに思うわ

けでありますけれども、市長の思いのほど、

再度お伺いをいたしたいというふうに思いま

す。 

 ２点目につきましては、美唄農業について

でありますけれども、国の農業政策は、従来

も言われておりましたけれども、正にその猫

の目と言われ、毎年のように変わっていく。

またそのたびに、自治体を初めとして、農業

者や農業団体が今日まで大きく振り回されて

きたわけでありますけれども、私は、農業の

根幹というのは、食を通して人々の命を支え

る極めて重要な役割を担っているわけであり

まして、その根底に流れるものは、不変でな

ければならないというふうに思っているとこ

ろであります。 

 よって、今後とも、基幹産業として位置づ

けをしていくとするならば、農業関係者が更

なる意欲が持てると同時に、市民の理解や協

力の得られる新たな発想を加えて、次のステ

ップに向け時代を先取りする方向を示してい

く必要があるのではないかと思いますけれど

も、この点について、特にお考えがあればお

伺いをいたしたいと思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 土井議員の質問にお答え

します。 

 ふるさと納税についてでありますが、その

目的・管理を明確にすると共に、寄附者の意

思が反映されるよう使途をメニュー化するな

ど、寄附をしやすい受け皿づくりが必要であ

ると考えています。この為、条例化について

は、先進事例の動向を踏まえ、検討してまい

りたいと考えております。 

 周知につきましては、パンフレットの作成、

市のホームページや美唄のファンポータルサ

イトＰＩＰＡ、広報紙、市民から親戚、知人

への呼びかけ、各美唄会や小中学校等同窓会

への呼びかけなど、さまざまな機会を通じて

ＰＲすることなどを検討しております。 

 また寄附への動機づけとするため、寄附者

への特典として、温泉など施設の利用の割引

や宿泊券の贈呈、地元特産品の贈呈、広報紙

の発送、商品等割引カードの発行など、特色

ある取り組みを予定している自治体があり、

交流の拡大や地元産品の消費拡大など、経済

的な効果も期待されているところであります。 
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今後市としましては、これら事例を参考にし

ながら、取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 次に、美唄農業のあり方についてでありま

すが、「食」は、私たちが生活していくための

「くらし」の原点としてとらえており、その

「食」を支える農業にあっては、長期的な視

点に立って、環境の変化に柔軟に対応できる

時代に合った経営体の確立や、他産業との連

携による地域農業の展開などについて、足腰

の強い「農業・農村づくり」に向け、農業者

の皆さんや関係機関・団体と心を１つに取り

組んでまいりたいと考えております。 

●議長林 国夫君 次に移ります。 

 ２番、森川明議員。 

●２番森川明議員（登壇） 平成２０年度第

２回定例会にあたりまして、大綱４点につき

まして、市長、教育長にお伺いをいたします。 

 １点目は、三笠月形間道路を村の宝物とし

て登録申請をし、さらに桜ロードの建設につ

いてであります。 

 明治２０年、あの囚人によって開削をされ

ました三笠月形間。当時は１９．５キロの道

路、通称三笠峰延間は達布道路、また、峰延

月形間は、峰延道路とか、あるいは樺戸道路

と言われていますけれども、囚人のまさに血

と涙と汗の開削でございます。 

 その歴史的な遺産を考えまして、過日北海

道遺産構想推進協議会の事務局を訪ねてきま

した。目的は北海道遺産の現状。そして登録

条件。歴史等であります。そこで、峰延の三

笠月形間道路がこの選定に値する各種条件を

満たすべく事務局の方の考え方。また、過去

の経過措置を知りたい。こういうのが目的で

ございました。事務局の担当の方は、滝川の

出身ということもありまして、本当に親切に

対応していただきまして、感謝をして帰って

きたわけでございます。事務局の話によりま

すと、その歴史経過、当時の状況からして、

この道路は、十分に該当するための値がある

というふうに申しておりましたけれども、既

にこのように、北海道遺産につきましては、

情報誌が第７号まで、発行されているという

状況にあるわけでございます。また説明パン

フ等もたくさんいただいてまいりました。現

在、北海道遺産は５２、認定をされていると

言うことです。ＤＶＤも買ってきました。残

り２，４８０円だったんですけれども、これ

を見ていますと鮮やかにデジタル映像が完全

に保存されておりまして、これ等は市長も既

にこのＤＶＤ見たことと思います。この５２

の遺産の中に我が美唄市が３つ該当がありま

した。しかし、映像を見た段階の中では、旧

三井美唄炭鉱事務所のちょっと写ったわずか

１カ所のみということで、ほとんど美唄が写

っていない。これが実態で、ちょっとがっか

りしたと言うことです。そこで美唄に該当す

る先ほど３つといいましたけれども、北海道

遺産といいますのは、９番目に認定をされま

した北海幹線用水路です。米どころ空知を貫

くもう一つの川で赤平から南幌まで約８０キ

ロの農業用水路で受益面積は約２万６，００

０ヘクタール。空知の穀倉を支え続けている

貴重な役割を果たしている。現在は市街地に

おきましては、水路に蓋をかぶせその上に公

園化が図られていると。これが進められてい

るところです。 

 １０番目認定の空知地域に残る炭鉱関連施
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設群。これは最盛期１００の炭鉱がありまし

て、８３万人の人口を擁していたと。いわゆ

る巨大産業として支えていたわけですけれど

も、エネルギー政策によって合理化、閉山。

その遺産でございます。情報誌によりますと、

三井美唄炭鉱立坑巻き上げ櫓が、写真が載っ

ておりますけれども。１３市町の観光資源と

してよみがえったその廃墟をモットーとして、

それぞれの地域作りが進められております。

空知支庁の協力でここにありますけれども、

山の文化を守ろうというような事で、北海道

観光遺産倶楽部もあります。このパンフの中

にはいわゆる東明駅にありますＳＬ２号が載

っております。私たちが思うのは、もっとも

っと、この美唄をやっぱり炭鉱のまちでした

から、旧美唄の姿を敬慕してほしかったなと

いうふうに思うわけでございます。 

 １１番目は、石狩川です。大小７０余りの

交流をあわせまして、川が交流し日本海に注

ぐ。大幹線なわけでございます。私が小学校

だった頃は確か、石狩川というのは全国第２

位というふうに、記憶しておりましたけれど

も、入水の為に直線化工事が行われまして、

調べてみますと、約１００キロ短縮をされま

して、現在は信濃川、利根川に次いで、第３

位の流域面積。しかし、それが１万４，３３

０キロになっていると言うことです。川の長

さは第３位ですけれども北海道総面積の６分

の１を占め、北海道の歴史と文化を刻み込ま

れている。いわゆる母なる川でございます。

これが、美唄に関連している北海道遺産の現

状です。 

 北海道遺産は先程申しましたように、平成

１３年の１０月に第１回の選定が２５件。平

成１６年の１０月に第２回の選定が２７件。

計５２件で。しかし、今後はそれを増やさな

いということで、その代わりムラの宝物とし

て北海道遺産第２章、ほっかいどうムラの宝

物さがしプロジェクトが、これあるわけなん

です。これですけれども。これは辻井達一さ

んが会長となりまして、候補申請、内容確認、

登録審査、そして登録。年２回９月と３月に

行っていると。事務局ではもう既に１００件

以上申請があると言っておりました。地方自

治体からの申請と言うことです。 

 このムラの宝物に三笠月形間道路を申請を

すべきでないかという私の要請で。峰延道路

に関しましては、いろいろ本を読んで調べて

みました。この熊谷正吉さんの樺戸監獄もそ

うですけれども、調べてみるにつけまして、

警備上のあの道路は連絡道路であったと。峰

延から月形まで４里の道路を１本の定規で引

いたように、直線です。峰延で言えば恵祥園・

恵風園の丘から見ると、真っ直ぐ月形方面に

伸びているわけです。この特徴といいますの

は、測量１つにしましても、月形は丸山で、

そして峰延側は三笠の達布山でそれぞれのろ

しを上げまして、峰延道路が開削をされたと。

それを目標に強行伐採。沢、沼を埋めて、土

盛りをしたのを今も郷土史等の語りぐさにな

っているわけです。 

 その峰延道路の開削等の目的は、樺戸と空

知の集冶監を結ぶ先ほど言った警備上の道路

であって、両集冶監にはなんと１，０００人

を超える収容囚人がおりました。大半は凶悪

犯で治安上必要に迫られていたと言う事で、

冒頭申しましたように、まさに囚人達の汗と

血と涙が入り混じった。そして、開削された
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この道路なんです。 

 このように明治２０年９月。市来知、いわ

ゆる今の三笠ですけれども、三笠と月形間の

峰延道路完成に伴いまして、明治２４年の７

月５日。小樽、歌志内間ということの鉄道が

開通をし、峰延駅が設置をされました。実は

今は無人で寒々としております、あの峰延駅。

美唄駅と同じ日の歴史があるわけなんです。

当時それだけにこの峰延駅といいますのは、

月形への連絡駅として貴重な役割を果たして

いました。峰延小学校には実は囚徒峰延道路

開さく之図というのがあります。 

 私は小学校８０周年記念式典等に携わった

一人として、確かあったなという記憶があり

ましたので、過日アポイントをとりまして、

峰延小学校を訪ねてきました。見てみますと

昭和３２年５月２９日。月形町サワモトキチ

ジロウ氏寄贈とあります。原図は北大のタカ

クラシンイチロウ氏のものと言うことです。

カラーでものすごい大きな図です。 

 それを見ますと峰延道路は沼あり、先ほど

言った沢ありで道路をつけるには、まず予定

道路の両脇に排水溝を掘っていく。そして船

を浮かべて、土石を運び、工事用の丸太はい

かだに組んでそして運んで。いわゆるその両

端の水溝というのは、運河の役割を果たして

いたわけです。図を食い入るように見てみま

すと、図の下に囚人が、雪がありますから、

囚人冬季間、その作業姿、土石を運搬し丸太

をかけやで打ち込んでいる。土を盛っている

姿。まさに突貫工事でないかと。死に物狂い

で囚人が工事している。そういう姿なんです。 

 その中で図に見る看守は黒の制帽で帽子を

かぶり腰に刀を下げている。それに対して囚

徒は無帽なんですが、頭に中剃りといいます

か、いわゆる頭髪の中央部が全員剃られてい

たと。これよく調べてみますと、脱走囚があ

った。つまり同じ官房にいた場合は、連帯責

任で、全員真ん中を剃られるらしい。ですか

ら、そういう状態の絵なんです。看守と囚人

とが話すにも対等ではないと。驚きました。

囚人は膝を曲げて中腰になって話をしなけれ

ばならない。まさに凄まじい工事現場の図で

す。 

 また、特筆すべきことは、この道路によく

見ますと電話線があるんです。明治１９年と

言いますと、１８８６年です。今から１２２

年前ですよ。既に電話線が架設をされまして、

空知収監所三笠と空知囚治監。三笠と樺戸囚

治監月形とを結ぶ主要回線がもう既にできて、

この図に残すことによって工程を詳細に記録

し後世に伝えたかった。貴重な資料がこれは

もう市長も教育長もおそらく見たことがある

と思いますけれども。発見は一見にしかずで

す。 

 私は、その他にもう１つ要望があるわけな

んです。それは、三笠から峰延を経由して、

月形までのあの道路に桜の木を植樹、要請で

す。 

 実は私のことになって恐縮なんですけれど

も。この市会議員に立候補するに当たっての

選挙公報の中に、歴史的遺産の三笠月形間に

桜の植栽道路の建設を掲げました。２０代の

頃からずっと峰延に住んで、ここに日本一の

桜道路建設は、必要であるということを、ず

っと思っていたわけなんです。それは、囚人

のあの開削の労苦を偲び、今日の発展に感謝

をして、そういう気持ちからなんです。 
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 桜といえば東明公園に１，６００本ありま

すが、地域づくりの一つが桜なんです。桜の

沿道を通るだけでうきうきしてきますし、満

開の桜、これが、見事で美しさに圧倒され、

誰もが感動し、またその姿に感謝をするわけ

なんです。あれよ、あれよと思っているうち

に散ってしまう。いわゆることわざに、桜は

７日というのがありますけれども、その命が

短い。これがいいんです。 

 昨年の春にアメリカを旅した友人が話して

いました。この間いろいろ確認しましたけれ

ども、アメリカでも桜の街路樹が、並木が非

常に多いのでびっくりしたと。特に札幌市と

姉妹都市を作っているポートランド。これら

はずっとカナダ寄りになりますけれども。稚

内と緯度が同じだということですが、ソメイ

ヨシノが風に舞って、ポートランドはもとも

と川が多いわけですから、非常にそれが白く

染まっていたと。これは、ポートランドに進

出した日本企業が、鎮魂の意を込めて寄附金

を取って、植樹したのが始まりらしいです。 

 ポートランド史跡広場には第２次世界大戦

中アメリカ政府によって強制に収容された日

本移民の苦労の歴史を語る。それが、桜は人

の心をつかむ。そういう役割を果たしている

のです。このように北海道は、開拓の地です

から、本州から渡ってきた人が偲ぶ、そうい

う桜も満開になりますと、遠くふるさとを偲

ぶ心のよりどころ。あるというふうに話す人

も非常に多いわけです。 

 囚人の言葉に尽くせぬ苦労。これが凝縮を

されております三笠峰延間の道路。これは三

笠市とか月形町、あるいは岩見沢市、観光協

会、さらに商工会議所、町内会等と連携をす

る中から１つ実現を願っておりますので、市

長の考え方をお伺いいたします。 

 第２点目は、美唄市の名産品として雑穀の

普及開発についてです。 

 最近、五穀、十穀という雑穀の種類。ＰＲ。

こういうパンフも入ってきますけれども、非

常に多くなりました。また、スーパー等を見

てみますと、本当に多く並んでおります。雑

穀ご飯ということで、その普及は目覚ましい

ものがあるわけですけれども、その名産品と

して雑穀を普及できないかという質問です。 

 国内シェアがわずか１０％と言いますけれ

ども、競争がありません。産地間競争ですけ

れども。健康食品で粟、ひえ、キビ、えごま、

アマランサスなど人気が高まっているという

ことです。日経新聞の５月１７日にも雑穀料

理、新たな食感ということで、取り上げてお

りました。さらに雑穀と言えば、米に昔は、

混ぜまして、１９５０年から１９６０年ごろ

まで、ずっと日本人の多くは食べていました

けれども、第二次世界大戦が終わって、世の

中が豊かになるにつれ、米の生産技術加工食

品、輸入食品が増加したと。ほとんど口にす

ることがなくなりました。それが見直された

理由は、食の安全性なんです。 

 アレルギーで米や小麦を食べられない人が、

その代替として雑穀に注目し、ぐっと意識が

盛り上がってきました。雑穀は土壌や気象条

件があまりよくないところでも育ちます。土

壌や気象条件というような利点があるわけな

んです。現在人に不足がちな栄養素、食物繊

維が豊富に含まれていると言うことです。 

 実は私ちょっと手前味噌な感がありますけ

れども、岩手県に勤務をしていた時に、当時
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総務部だったんですけれど、全国の先進地と

して青森県境のいわゆる二戸地方の方なんで

すが、特産品として雑穀を、いわゆる粟とひ

えをつくりたいと。商品化はどうだろうかと

いう相談を受けた経緯がございます。 

 早速、所管の検査部が県庁等と話し合い、

さらに検査企画の中で食糧庁と協議をしなが

ら、一等製品をつくり、全国的に宣伝し、健

康食品として脚光を浴びている。有名になっ

た。新聞も取り上げられた。こういう実態が

あります。 

 当時の農産物検査手帳というのがあります。

かなり分厚いものですけれども、この手帳の

中に国営検査です。米、麦、大豆、小豆、イ

ンゲン、バレイショ、そば、でんぷん等と２

１品目があるんですけれども、この中に粟、

ひえが実は入っているんです。粟は原粟、精

粟、種子粟。ひえは原ひえ、精ひえ、種子ひ

えという事で、手数料につきましては、４５

キロ２０円。１トン４２０円と定められ、品

位が１、２等。規格外。いわゆる農産物検査

規格規定によって、当時は検査をされており

ました。取り扱っていたというのは、全国で

はその二戸地方だけでしたけれども、今は、

検査が民営化をされてしまいました。行われ

ておりません。 

 この間米麦改良協会と、日本穀物検定協会

の方に尋ねまして、いろいろその辺を聞いて

みましたけれども、これが改良協会。これだ

け薄くなってしまったんですよね。国営が民

営化になり、もう取り扱うことがないと言う

ようなことを申しておりました。しかし、規

格はきちんと定まっておりますし、農政事務

所等の協力では当然、商品として流通出来る

と。検査しなくても流通できるわけなんです

けれども、流通できると思っています。 

 その二戸地方にもさらにまた電話で聞いて

みました。どういう動きでどうなんだと。そ

うしたらあそこはもう既に雑穀の生鮮施設も

完成していると。いわゆる、原穀から精白小

袋販売をし、輪作体系で行う中から、重要な

位置を占めているんだと。直売所もできたと。

雑穀をメインとした雑穀そば定食だとか、雑

穀定食。農家レストランも出来ていると。ま

た、雑穀餅とか雑穀入りお菓子など、自治体

が雑穀を使った特産品など開発をして、成果

を上げているんだと言うことを言っておりま

した。 

 早速、私も前回農業問題で質問した時に、

あえて、自称農学博士と申しましたけれども、

その友人に聞いてみたらどうだろうというこ

とで、相談をしてみましたら、美唄市は研究

熱心な農業者が非常に多いと。期待が持てる

と言うことを話しておりました。 

 実は本人も以前に雑穀ということで粟を作

ってみた経験があるわけですけれども、やっ

ぱり乾燥と精白をする調整がうまくいかなか

ったという事で、課題があったけれども、名

産品として可能性も秘めているしおもしろい

発想だということを申していました。 

 遊休地利用と市として今後地場産業開発に

ブランド化に向けて、食育の１つとして取り

組みをされるように市長にひとつ考えをお伺

いをいたしたいと思います。 

 ３点目は、学校給食についてです。学校給

食につきましては、小麦の値上げとか、石油

高騰等、食材の値上げラッシュが続きまして、

全道５７市町村が値上げをし、さらに増えつ
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つある現状です。市も、もう既に限界が来て

いるんでないかという大変なことと思います

けれども、率直に言って値上げがあるのでし

ょうか。 

 滝川も食材費の高騰で学校給食を、パン食

を逆に減らしまして、米飯を増やす工夫を進

めている。それでも小学校は月３６０円。中

学校は４６０円を値上げするということです。

恵庭は野菜の学校給食の利用を現在の３５パ

ーセントから逆に増やしたいと。米飯給食の

利用を週２回から３回に取り組むと。比布町

は町内の砕米を使用した米粉パン。これもち

もちして大変おいしいと大好評。ほしのゆめ

らしいですけど。これを旭川の業者に米粉に

していただいて、それをパンにする。しかし、

コスト高によって２カ月に１回しか実施がで

きないと。学校給食の主食、この米飯を出す

頻度につきまして、文部科学省は週３回とし

ております。現行目標を引き上げ、検討して

いると。全国平均が週２．９回とほぼ目標に

は達成されている状況ですけれども、美唄は

それ以上と伺っていますが、米飯とパンの比

率についてどのようになっているんでしょう

か。 

 また、児童生徒はパン食のほうに人気があ

るとも伺っておりますが、現状の比率を変え

る考えがありますか。米飯については、美唄

産ほしのゆめ１００％を使っていると。野菜

類も極力美唄産を利用し、地産地消を前提に

取り組んでいるという報告も受けております。

また、パン食につきましても道産の麦を使用

している現状にあるわけです。今後こういう

方針を変えることのないように極力現状給食

費で運営してほしいと思っているわけです。

東京都の品川区は年度途中で値上げをしてし

まったと。こういう例があるわけです。 

 次に、その給食費の関係ですが、未納の件

です。美唄市の実態はどのくらい未納があり、

全体の何パーセントぐらいに当たっているの

か。過去３年間の状況を教えていただきたい。 

 未納徴収については、これまた大変ご苦労

されていることと思います。本当にご苦労様

です。どのような対応をしているんですか。

札幌市は給食費未納徴収に関するマニュアル

まで作成をしております。 

 実はこの間給食費に関する記事で、未納分

徴収に何度も出向いても払ってもらえず、完

納するべく、校長がその立てかえをしていた

という、そういう実例がありましたけども、

これはちょっと私から見ると、問題記事でな

いかというふうに思うんです。新聞ではござ

いません。美唄市にはそんなことはないと思

いますけれども、給食費会計。これはいわゆ

る私会計ですので、その点について、教育長

ひとつお伺いをいたしたいと思います。 

 最後に４点目。小、中学校の携帯電話につ

いてです。今、社会問題の１つに、小中学生

携帯電話があります。政府もこの件について

は対応している動きがあります。教育再生懇

談会。これが１つです。この会は、有害サイ

トから子供を守ろうと小中学生に携帯電話を

持たさないよう、保護者に提言するようです。

持たせる場合は、機能は通話と居場所確認に

限った機種とする。これが可能であるという

ような見解も出されておりました。まだ具体

的には示されておりませんが。福田首相も子

供の携帯電話についてはろくなことがないと

発言しました。また、携帯の必要性はそれほ
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どあるとは思えないとも申しております。 

 私も同感で、小中学生については、携帯電

話はいかがかなという意見の一人でございま

す。携帯電話、子供たちの方が詳しいわけで

す。小中学生で機能をほとんどが熟知をして

いるという、そういう現状です。しかし、そ

れが金もうけだとか犯罪に巻き込まれる場合

が非常に多い。十分に話し合う家庭形成が今

すごく求められている。今後の実態を見るに、

持たせるのは必要ないと思っている一人とし

てもまだまだ、問題点が論議をする必要性が

あると思います。 

 ２つ目の政府の動きとしては、有害サイト

について４党による実務者協議。これを立ち

上げました。子供を守る観点から、法案を検

討中で、その内容も携帯電話会社やネット接

続業者に１８歳未満の子供が使う携帯電話や

パソコンに有害サイトの閲覧を制限するフィ

ルタリングサービス。この提供を義務付ける

というのが柱です。このフィルタリングサー

ビスの調査研究などをする団体を国に登録す

る仕組みを残しまして、規制を足がかりにし、

法的規制義務化するというものです。 

 実は私も３０年前にちょっとＰＴＡの役員

の経験もありますけれども、当時は、携帯電

話などは考えもついていませんでした。まし

て、小中学生が持つことなんていうのは想定

外です。やっと電話が普及されてきたと。こ

ういう状況で親子電話もない時代でした。現

在は、ＰＴＡの中でもこの種の取り扱いにつ

いて、恐らく議論が進められていることと想

像しますけれども、教育委員会として命令は

なかなか難しいと思いますが、各単位校で協

議した事項等、どう掌握をしているのかとい

う点。小学生、中学生のこの携帯電話の是非

について、教育委員会の見解なかなか難しい

とも判断するようですけれども、その指導も

聞かせていただきたいと思います。 

 格差社会が生じた秋葉原の無差別殺傷事件。

国民を震撼させました。あってはならない大

事件ですけれども、これがインターネットで

予告が刻々と書き込まれたと。容疑者は本日

の北海道新聞によりますと、携帯は、生活の

一部であったというふうに供述しているわけ

なんです。携帯サイトがゲーム感覚になって

いる点。また、犯罪が大々的に引き起こして

いる点。社会問題です。またそれを民衆も、

あの事件の目前で惨事にその携帯電話のカメ

ラを向けてネットで流す。この劇場型の報道。

こういうのを見るにつけまして、携帯電話機

能そのものに深く私自身考えさせられました。

この頃の殺人事件には携帯電話非常に絡んで

いるのが多数ある。こういう実態があるわけ

なんです。教育長にいろいろとお聞きをしま

したけれども、答弁の方よろしくお願いをい

たしたいと思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 森川議員の質問

にお答えします。 

 はじめに、三笠月形間道路をムラの宝物と

して登録申請、そして、桜ロードづくりにつ

いてでありますが、現在の道道美唄月形線は

明治の開拓期に多大な労苦の末に作られ、現

在国道１２号となった上川道路とともに北海

道開拓の礎となるなど、歴史的に重要な意味

を持つものと承知をしております。ムラの宝

物は北海道遺産構想推進協議会がほっかいど

うムラの宝物さがしプロジェクトとして、北
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海道各地の宝物を掘り起こし、新しい地域の

魅力の創造を図っていくことを目的として、

とり進めているものであります。 

 本市に起きましても地域力活用事業として、

美唄の新しい魅力を発見する美唄百景設定な

どを予定しており、地域資源を見詰め直し、

その魅力を発信するという点で、同じ考え方

に立つものと受けとめており、今後このプロ

ジェクトも視野に入れて、地域の活用事業を

進めていく中で、美唄市全体のムラの宝物に

ついて、検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 この路線には白樺林やハーブの植栽などに

より、他に誇れる良好な景観が形成されてお

ります。ご提案いただいた桜の植栽について

は、地域の皆さんや道道を管理している土木

現業所の話も、よくお聞きしたいと考えてお

ります。 

 次に、美唄市名産品として、雑穀の普及開

発についてでありますが、雑穀は白米よりも

ビタミン、ミネラル、食物繊維がたくさん含

まれ、ヘルシーな食物として、またアトピー

性皮膚炎などのアレルギー代替穀物としても

注目され、さらに、自然食品健康ブームの影

響により、国内の需要が増加しております。 

 しかし、国内で流通している雑穀の９割は、

輸入品で国内生産はわずか１割という状況に

あり、商品単価も高いことから、他県では生

産拡大が進められており、また、道内におき

ましても、一部の地域で本格生産に取り組ん

でおります。 

 雑穀は無農薬で栽培可能な作物と言われて

おり、また耐寒性で冷涼な気候に適した作物

であることから、本市におきましても、生産

可能な作物であると考えますので、今後農業

改良普及センターをはじめ、関係機関団体等、

連携をはかりながら、栽培技術や流通など、

さまざまな例について検討してまいりたいと

考えています。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君（登壇） 森川議員の質

問にお答えいたします。 

 初めに、学校給食についてでありますが、

給食費の値上げということにつきましては、

現状給食費の中で提供できるよう、低価格の

食材の選定など工夫をしているところであり

ますが、各種食材の価格が高騰している状況

にありますことから、美唄市学校給食運営協

議会などの関係団体と協議を行いながら、検

討して参りたいと考えております。 

 なお、主食の１週間当たりの回数は米飯が

３．５回でパンが１．５回となっております。

また、児童生徒からの給食への要望につきま

しては、栄養士の学校訪問による栄養指導な

どの際に把握しながら、メニューの工夫に努

めているところであります。 

 次に、給食費の未納金についてであります

が、給食費は保護者から学校へ、学校から給

食運営協議会へ納められることになっており

ます。学校から給食運営協議会への未納はあ

りませんが、保護者が各学校に納める給食費

については、未納金が生じているところでご

ざいます。 

 過去３ヵ年間の未納額の発生状況につきま

しては、平成１７年度では２６件、１５５万

８，７３８円で納付額の１．３％。平成１８

年度では３９件、１４１万６，９８３円で納

付額の１．２％。平成１９年度では４２件、
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１６３万６，３５２円で納付額の１．４％と

なっております。未納金の対応につきまして

は、各学校が徴収する給食費に未納金が生じ

ないよう、各学校運営協議会に臨時徴収員を

配置して、未納者への督促や納付相談に対応

するとともに、学校や教育委員会では、経済

的に困難な世帯へ、就学支援制度の活用の周

知を行うなど、未納金の解消に努めていると

ころでございます。 

 次に、小・中学校の携帯電話についてであ

りますが、初めに、市内小中学生の携帯電話

所有の実態把握につきまして、各小・中学校

が原則的に学校への携帯電話の持ち込みを禁

止しております。 

 教育委員会として全市的な把握はしており

ませんが、一部の学校で所有状況の把握が行

われている実態もありますことから、保有状

況の把握に今後努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、携帯電話使用上の指導についてです

が、パソコン学習時においての指導や、民間

携帯電話会社と連携して、ビデオ視聴を行う

など、携帯電話の使用マナー、メールやサイ

トの危険性についての指導を行っているとこ

ろであります。 

 次に、ＰＴＡ等での取り組みについてです

が、学年懇談会で話題にしたり、学校だより

や学年だより等で正しい指導方法や危険性に

ついての理解を求めているところでございま

す。 

 小・中学生に携帯電話を持たせることにつ

いては、賛否両論ありますが、教育委員会と

いたしましては、保護者の判断も大きく影響

するものと考えております。 

 いずれにいたしましても、有害サイトの問

題など携帯電話の使い方によっては、犯罪や

いじめに児童生徒が巻き込まれる危険性があ

ることから、正しい使用方法や、マナーにつ

いての指導や危険性について児童生徒や保護

者に指導、注意していくように、各小中学校

に指導してまいりたいと考えております。併

せて使用について、児童生徒が自ら正しく判

断できる力の育成にも努めてまいりたい。こ

のように考えております。 

●議長林 国夫君 ２番、森川 明議員。 

●２番森川 明議員 お答えをいただきまし

た。自席から再質問をいたしたいと思います。 

 １点目の三笠月形間道路、ムラの宝物とし

ての申請。桜ロードの建設についてですけれ

ども。実はこの件につきまして、地元峰延で

は仮称ですが、峰延歴史を知る会というのを

立ち上げようと今運動を進めております。農

業に従事しております野呂榮さんを中心とい

たしまして、峰延小学校校長とか峰延中学校

校長。また、峰延駐在所長等々。あらゆる面

の人に集まっていただきまして、具体的にお

願いをして、そして歴史を調べ、要請するこ

とは要請をしようと言う運動を進めようとし

ているわけでございます。 

 この峰延道路につきましては、調べるうち

にいろんなエピソードがあります。 

 １つは、北の蛍って覚えていますか。北の

蛍って森進一が唄っているんですよ。東映映

画の主題歌です。中にかなりきつい中身もあ

りますけど。歌詞はですね。これは、非常に

嫉妬しました。東映映画も見ました。びっく

りしたのは、その囚人が月形の囚監所で石狩

川まで行く峰延道路開削のフィクションです
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からね。おもしろおかしくですけれども。こ

の北の蛍の中にあるんです。映画ですけれど

も。政治犯は、あるいは月形に遊郭があった

とはちょっとわかりませんけど、そういうの

は別としまして、いわゆる鉄丸といいますか。

それから、二人組の連鎖。２人一緒に鎖でつ

ながれると。厳寒の中で、政治犯の一人は、

このままじゃ凍え死んじゃうと。毛布１枚で

いいから増やしてほしいという涙ながらの要

請も断ってきていると。いわゆるそのままな

らぬ非常に考えさせられるようなこの映画の

内容でございました。ですから、峰延道路開

削の場面を見まして、びっくりしたというの

が実態でございます。 

 ２つ目には脱獄の名人といわれた五寸釘寅

吉です。これは誰もが知っていると思うんで

すよ。超有名人ですね。通算６回脱獄したと

言うんです。横浜監獄、三重監獄、空知囚治

監、月形囚治監。１回目は厚田の方向に向か

って逃げたらしいです。５日目に逮捕された

と。再び樺戸の囚治監に収監されたと。さっ

き言った、鉄丸２個をつけられていたと。そ

れでも脱獄をしたと言うんですね。それが何

とあの峰延道路を走って石狩川までたどり着

いたと。その石狩川で闇の中に消えたと言う

ことなんです。これもやがて逮捕されてしま

いまして、宮城囚治監。それから、埼玉監獄

に入り、釧路分館。６０歳で網走分館に移送

されまして、７０歳で釈放されたと。この五

寸釘寅吉でさえ峰延道路とちょっと関連をし

ているということなんです。 

 エピソードと言えばですね、昭和１０年頃、

私１５年生まれですから、もう既に５年前な

んですが、月形には数台のトラックしかなか

ったと。勿論整備士もいなかったと。そこで、

車が故障したらもう大変な状況の中で、峰延

から月形に帰ってきたトラックが途中でパン

クしてしまった。どの辺でしょうかね。修理

の手が回らない為にタイヤにわらを詰めてで

すね、やっと月形までたどりついたという話

がありました。 

 市長、桜に関しては、本当に今各市町村一

斉に取り組みをしております。奈井江町は、

エゾヤマザクラ６０本。赤平は国道３８号線

からエルム高原に結ぶ道路にやはりエゾヤマ

ザクラ１８５本。月形町も今、エゾヤマザク

ラが３０本。滝川市も鋭意取り組んでおりま

す。 

 市長は、前の答弁のときに知的財産と答弁

していました林業試験場。ここも桜ロードプ

ロジェクトの推進があるわけです。また、美

唄には自然エネルギー研究会という、これも

桜４００本を低温で管理している。そういう

ニュースも拝見をしました。有名なのは千本

桜運動です。北海道新聞、文化放送、北海道

新聞サービスの主催のもとに、大空町東藻琴

産の桜。これは１２年目で何と総数が１万３，

７００本にもなっているんです。賛否両論

色々ありますけど、道も民有地２万７，００

０ヘクタールを整備の為に森林環境税と。 

 これは年間道民一人５００円ということで、

５年間徴収して７３億円を集めたいと。その

うち１０億円を学校グループ、町内会。道の

審査を受けて予算配分をするという案もあり

ますけれども。反対もありますからどうなり

ますかね。 

 この森林環境税に対する配分にも桜並木と

いう植樹があるんです。質問の中で峰延月形
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間桜道路建設にこだわっていますけれども、

いつも国道１２号線を例えば通っている場合、

私自身は進徳町１区。大通東一条南なんぼく

らいになりますか。南７くらいになりますか。

美唄川があります。あの美唄橋。あの辺だっ

てですね、函館本線からまだ過ぎる、あの一

帯に桜を植えればね、ものすごい景観になる

んじゃないかなというふうにも思っているわ

けなんです。 

 そこで、市長答弁を聞いていますと、市の

地域力活力事業というのを言っていました。

美唄百選選定ですね。百景選定と言いますか。

この実施の中で１つとしてどうかということ

だと思いますけれども。勿論そういう選定の

方法もありますけれども。１００以上が申請

をされてきているムラの宝物の年２回審査も

あるわけですけれども。美唄の百選選定のそ

の後ではかなりの時間を要しますし、また、

それだけ地域住民、これから宣伝をしますけ

れども、峰樺道路の由来の浸透ができるかど

うか。はっきり言うと早急にこの問題は取り

扱っていただきたい。こういうのが質問の趣

旨なんですよ。 

 桜道路つくりにしましても、管理する土木

事務所と当然話し合う。これは市長、当たり

前です。当然です。今後の管理。さらに資金

面だとか。いろいろ課題も多いわけですけれ

ども、私は美唄市が音頭をとりまして、各市

町村、三笠市、月形町、岩見沢市、またその

各関係団体等に働きかけをしながら、また、

桜がどうして集めるんだったら、地域ごとに

千本桜運動に参画をするとか、いろんな方法

があると思います。そういう面を知恵を出し

合いながら、ひとつ、ひとつ課題を克服して、

そう思うのですけれども。市長の答弁では何

かこう私の判断ですが、非常に消極的な面が

感じられましたので、市長、つけ加えること

あったら、お願いをいたしたいと、このよう

に思うわけです。 

 美唄市名産品としての雑穀の普及開発です

ね、２点目。これも、雑穀の予算ということ

では全く同感で、市長も認識をしておりまし

た。今後、地球温暖化が進むといろいろな面

が出てくるらしいです。果樹栽培の適地が北

へ北へと向かってくる。関東・東北南部にみ

かんが主産地になるんでないかという予想も

あるんですよ。青森でとられたみかんなんて

ちょっと考えもつかないような状況が出てく

る可能性がある。これは、東北南部ですから、

青森でなくて逆に福島とか、そういう方を言

っているんではないかと思いますが。また、

りんごは東北平野部から北海道に移ってくる

というんですよ。北海道はりんご産地ありま

すけれども。山間部を除いて道内全域がりん

ごの栽培適地となると。いわゆる米も道内が

１３パーセントも増加するんでないかと。東

北南部から南は８から１５パーセントも米の

作付けが入りまして、先ほども農業振興の中

に触れておりましたけれども、食糧基地は、

何としても北海道だ。美唄だ。こういう主流

になるというふうに思うわけです。 

 その点、雑穀も温暖化影響を受けないとい

う農産物なんです。雑穀の利点といいますの

は、市長も触れておりましたように、また私

もちょっと言いましたけれども、抗酸化成分

やビタミン、ミネラルを含んでおりまして、

食生活を維持するいわゆる中和的役割を果た

している。根菜類などに比べて肥料農薬の投
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入量が少ない。流行の環境にもよい。わらも

活用できる。労働力がそんなに投入しなくて

もよい。何かいいことばかり言っております

けれども、国内の消費の中で今９０％が中国

産なんです。 

 販売されている製品につきまして、生協、

イオン等にちょっと山ほど、山ほどはないで

すけど。陳列棚を見まして、調べてみました。

ありますねえ。普通に炊ける十穀雑穀、４９

８円でした。五穀大穀、９８０円。十八穀の

ご飯、４６８円。雑穀入り麦ご飯、３５８円。

食膳の友雑穀入り、３９８円。５種の雑穀と

３種の豆ご飯の元、４９８円。香ばしい十五

穀、４１８円。等々です。 

 会社はいろいろ違いますけど。店長にどう

ですかと、売り上げ等も聞いてみたところ、

その口コミで今は非常にその売り上げが伸び

ているそうです。やっぱり美容だっていうん

ですね、若い人は。それから熟年者は、健康

や栄養面。年代によってそれぞれ関心の理由

の違いがありますけれども、今後とも期待で

きる。常連客が増えれば、購入が更に増えま

すから。そういう食品ですよと。 

 さらにまた餅だとかお菓子だとか加工品の

材料として非常にこれは検討価値があるとい

うことを支店長は申しておりました。 

 一昨日の６月１１日付けの農業新聞ですけ

れども、旭川近くの鷹栖町。そこで、いわゆ

るこの雑穀を取り組んでいる記事がありまし

た。昨年は１．５ヘクタールで終えたんです

けども。昨年は２．７トン収穫しまして、キ

ビらしいですね。旭川の健康食品会社を通じ

て、個人的中心に全国販売をしたと。今年は

更に増やしたいと言っているんですよ。２ヘ

クタール。約４トンを作るということで、写

真も掲げて載っておりました。 

 北海道は幌加内町と当麻町がいち早くこの

問題に取り組んだ経緯を、実績があるという

のを聞いておりましたけれども。今言った鷹

栖町、愛別町でもキビの生産が、キビだけで

すけれどあると。雑穀栽培がやっぱり健康食

のブームの追い風になっているということな

んです。 

 市長の答弁、お聞きをいたしますと、雑穀

は、生産可能な食物として関係機関等と連絡

をし、協議をしていきたいということですけ

れども。ひとつ、私は市が中心となって、改

良センターほかに呼びかけていって、この問

題はどうなんだろうと。製品化できるかどう

か。さらに協力していける農家体制があるの

か。必然的にこの問題は若手の農家の人中心

にやりたいという声があがってくる。この可

能性は美唄の状況から見たら、考えられると

いうことです。非常に優秀な人が多いですか

らね。雑穀栽培を呼びかける。その点、もっ

ともっと市が中心となってやるということを

やっていただきたい。この点をお伺いすると

いうように。市長としてご意見があれば、お

聞かせを願いたいと思うわけです。 

 学校給食の３点目です。給食に関する状況

については、教育長の答弁で分かりました。

食材費の高騰。牛乳の大幅値上げ。今日は、

チーズも値上げするというのがテレビで出て

おりました。バターは値上げし、不足ぎみだ。

バターは、学校給食のピラフとかあるいはカ

レーとかシチューに欠かせないものだという

ふうに思うんですよ。かなりのケースで、恐

らく使われているんでないかと。それが味も
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香りも変わってきた。サラダ油とかマーガリ

ンになりますと、代用もなじまないと。給食

センターの方も試行錯誤。これが続いている

んじゃないかと苦悩が続いているんではない

かと。この辺は理解できるわけなんです。 

 それで、その私会計の給食費会計。美唄市

学校給食運営協議会等で関係団体等協議を重

ねる中から、現状問題についてどうなんだろ

うかという話し合いが進められるというふう

に思いますけれども、給食そのもののランク

は聞くところによると、ほかと比較はしてい

ませんが美唄は高い方にランクされるようで

すね。ですから、今の食材の質、量と悪い言

葉で言いますと減らしても、現状を保ってい

きたいという。そういう考えのような受け取

り方をしたんですけれども。その点どうかな

というふうに思います。 

 これは、あえて教育長お答えしなくてもよ

ろしいと思いますが、いわゆる私自身は考え

ておりました。米飯とパンの比率ですけれど

も、先程答弁では３．５米飯。パンが１．５

という答えでした。生徒児童は、そのパン食

が非常にこの望まれていると。要望が強いと

いうようなことも聞いておりますので、その

比率を変えるのがあるのかどうかなんです。

パンの回数。パンなんか、だけどコスト高に

なるらしいですね。いろいろお聞きしますと

ね。そういう中では非常に難しいもんであり

ますけれども、その点もお聞きをいたしたい。 

 未納ですが、３カ年のあえてお聞きをいた

しましたけれども、年々件数が増えてきてい

る。額が増えてきていると。これはやっぱり

深刻な事態で驚きました。札幌市の未納対策

の手引きですけれども札幌教育委員会発行な

んですよ。教育長、目を通したと思いますが。

私も知っている方がおりまして、どうなんだ

ろうかと言うことで見せてもらいましたけれ

ども、内容を言いますと、督促状や電話など

で送金納入を促したい。教頭や事務職員など、

必ず複数で督促に当たるのが有効というふう

に書いてありました。 

 また、札幌は滞納１ヶ月で督促状を出し、

２ヶ月で電話をかける。それにも応じてくれ

ない場合は家庭訪問を検討していると。担当

者１人に負担をかけないように学校全体で取

り組んでいると。そして、その必要性を強調

していました。また督促状の文面もありまし

た。注意点もありました。生徒を通じて渡す

場合はいじめの原因にならないように、配慮

を十分求めるということです。法的措置まで

触れておりますよ。悪質な保護者には法的措

置も含めて検討ありと。札幌教育委員会は謳

っているんですよ。 

 美唄の場合、未納金徴収に先ほどの答弁に

もありましたけれども、臨時徴収員を配置す

るという答弁でございました。その点、今後

の徴収体制についてさらにまた伺いたいと思

いますけれども。 

 教育長あのショッキングなこととしてです

ね、今小学校低学年、高学年もそうかもしれ

ないけれど。保育園、これが非常にその朝食

抜きで朝は食べないで来ているというのが非

常に多いデータが出てきております。これは

もういわゆる情緒不足に陥るっていうんです。

不安定に陥ると。疲れやすいと。体力がない

と。朝抜きしますと、そういう現象が極端に

出てくるというんですね。 

 親の生活というのが優先をされまして、一
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部の子供たちが厳しい状況に置かれている。

こういう実態。朝飯は必ず食べましょうとい

うことの、その必要性。これも家庭教育の一

環としてやっぱりきちんと指導していかなけ

れば、指導していると思いますよ。さらなる

指導の必要性があるんでないかというふうに

思うわけなんです。再質問ということで、申

しましたけれども、よろしくお願いをいたし

ます。 

 ４点目に、携帯電話についてもちょっとあ

るんです。いわゆる小・中学生の携帯電話に

ついてです。これは、何といってもその携帯

電話は保護者が管理できなくなっているとい

うのは大きな問題でないかと。今はそれぞれ

自分の部屋を持っておりますし、その場で書

き込みしてもわからないと。また料金も定額

制になっておりまして、電話会社でも請求書

を見てもおかしいなと思っていても、気づく

ことができない。そういうシステムになって

いる。それが現状なんですよ。 

 小・中学生を巻き込まない対策ですけれど

も、どんどん持ち始める年齢が下がってきて

おります。小・中学生も全国ではかなりな数

字で、美唄市教育委員会も所有状況について

は把握に努めたいという回答がございました。 

 携帯電話そのものというのは、子供の安全

を守る道具としての長所も確かにあります。

あの中国の四川大地震ですね。深く哀悼の意

を表したいと思いますけれども、最後のメッ

セージで携帯の話が出ておりました。死んだ

お母さんが赤ちゃんを携帯によって、いろん

な面で救ったという記事。これには泣かされ

ましたね。そういう表現の自由が侵されるか

らということで慎重にという意見もある反面、

犯罪に巻き込まれると言う非常に難しい問題

点もあるので、この対策です。閲覧防止の措

置として努力義務。これが果たしてできるの

かどうかと。 

 言いたかったのは実はこの間、峰延小学校

を訪ねたときに、校長とこの問題について話

し合いました。そうしますと、そのキッズ携

帯というのがあるらしいですね。私、知らな

かったですけれど。ＧＰＳ機能が内蔵されて、

子どもの居場所がわかると。そういう機種が

あるという事なんです。日一日と携帯電話そ

のものが進化しておりますので、この点につ

いても大いに議論を進めていただきたいと同

時に、これは美唄ではないですが、ある高校

で、携帯電話のインターネット掲示板で人の

悪口だとか、俗に言う、うざいだとか、きも

いだとか、臭いとか、そういう書き込みを中

傷しまして、深刻ないじめが問題化されまし

た。ネットの使い方次第では、何度も言って

おりますように、犯罪に結びついてしまうん

だと。あの長崎の佐世保事件も思い出される

わけです。この問題、教育委員会としては大

変難しい問題も含んでおりますけれど、所有

者の年齢がどんどん下がってきている。この

現状もありますので、より以上、正しい使い

方、指導、この辺の徹底方を図っていただき

たい。このことをつけ加えておきたいと思い

ます。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 森川議員の質問にお答え

します。 

 最初に雑穀のブランド化でございますけれ

ども、地球温暖化が進んでくるという中で、

北海道がさらに食の中心になると。こういう
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ことは予想されるということで、美唄の農業

に私はチャンスが訪れているなと思っており

ます。そういう中で、その雑穀のブランド化

といえば、これは一つの方策でございますの

で、これについて農業者をもとより、農協等

と十分連携を図って検討してまいりたいと、

このように考えてございます。 

 それから、１点目のムラの宝物の登録申請

でございますけれど、現在、随時受付をして

いるということでございますので、この路線

も含めまして、市内のさまざまな物が考えら

れることから、可能な限り早期に検討してま

いりたいと考えてございます。 

 また、桜の植栽につきましては、隣接する

自治体の意向、それから除雪時あるいは植栽

後の管理など、道路管理上の問題もあろうか

と思いますので、今後これらの点を、関係す

る方々と話をしてまいりたいと考えてござい

ます。桜の植栽につきましては、知的財産と

言われる、林業試験場のご協力を得て、毎年

東明公園に植栽をしてございます。 

 そういう中でご協力いただいて、行政とし

ても出来ることはやっておりますが、一方で、

峰延地区は、最近国道通ると入り口に紫のラ

ベンダーのような、ハーブだと言われていま

すけれども、これらが自主的な取り組みとし

て行われているということで。また、今回の

峰延の歴史を語る、知る会ですか、このよう

なものが立ち上げられるということございま

すので、この地域のいわゆる自主的な取り組

みというか、これから最も大切なことだと思

いますので、行政も頑張りますけれども、地

域の方々にもご協力をいただきたいなと。こ

んな機運が高まることを行政としてもお願い

するものでございます。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君 森川議員の質問にお答

えを申し上げます。 

 初めに、学校給食についてございますけど

も、先ほどもお答えいたしましたとおり、学

校給食、この食材が非常に今高騰しておりま

す。ご質問のとおりでございまして、そうい

った中で、低価格の食材の選定など、いろん

な工夫をしながら、提供をしているところで

ございます。 

 給食費の値上げにつきましては、こういっ

た取り組みを踏まえまして、学校給食運営協

議会などでもいろいろ検討してまいりたい、

このように考えてございます。 

 また、パン食の回数ということであります

けれども、パンの食材も高騰している中で、

これを回数を増やすということは、非常に難

しいなと考えているところでございまして、

現行の回数がせめて維持できるように工夫に

努めてまいりたい。このように考えていると

こでございます。 

 次に、給食費の未納金の徴収体制について

でございますけれども、臨時の徴収員につき

ましては、学校では対応が非常に難しい。非

常に悪質な者もおりますので、対応の難しい

ケース等を引き継ぎを受けまして、整理にあ

たっているものでございます。 

 学校及び学校運営協議会、教育委員会につ

きましては、文書での督促、電話などによる

催告を、いろいろ連携を図りながら解消に努

めているところでございます。 

 それと、朝食の関係のこともございました。

子どもの確かにいろんな情報紙等でも、朝食
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抜きということの弊害が出ておりまして、こ

れは学校側からもいろんな機会を通じて発信

されております。 

 基本的な子ども達の生活習慣というのはや

はり、それぞれの家庭でしっかり身につけて

いってもらいたい。また、給食などを通じて、

そういったことの大切さというものを子ども

達に見つけていただきたいと思っております。 

 それと携帯電話でございます。これにつき

ましては、私も一義的には教育現場には携帯

電話は必要ないと思っておりますけれども、

やはり、今の子ども達は通学だの塾だのいろ

んなことがありまして、やはり、家庭の一員

としてはある程度必要性のあるところはあり

ます。ですから、そういったところの光と影

の部分をしっかり見きわめ、保護者のほうか

らも子ども達にしっかりそういったことを伝

える。もちろん学校もそうですけれども、い

ろんな機会を通じて、そういったことを指導

しながら、行ってまいりたいと思っておりま

す。 

●議長林 国夫君 ２番、森川明議員。 

●２番森川 明議員 市長の答弁で、１つ前

向きに検討していただいたというふうに判断

をいたします。峰延経由の三笠月形間道路で

すね。ムラの宝物、桜ロード。市長も触れて

おりましたけれども、峰延道路の位置すると

ころに約３キロに白樺道路がありますよね。

先程はラベンダーも触れておりました。以前

の台風でちょっと折れているのもあるんです

けれども。いずれにしましても、防風林の機

能のみならず、その景観ということですから、

その白樺に桜をマッチさせればもっともっと

景観度が増えるという。あの北海道遺産に指

定されております静内の２０間道路。これは

直線で７キロですよ。しかしこの三笠月形間

になると、３倍以上になるんです。それだけ

努力、労働力、いろんな面の課題もあるんで

すけれどもね。おそらく日本一になるんでな

いかというふうに思っておりますので、努力

をお願いいたしたい。 

 雑穀の関係ね。これ今いろいろ聞いている

うちに、やっぱりこれは相当課題も多いなと、

ふと感じ取りました。種子の確保をどうする

んだとか、播種方法はどうとか。また、肥料

は少なくとも化成かあるいは有機質を使うの

かとか。除草は無農薬といえども、それで大

丈夫かとか。あるいは収穫作業に対して機械

がどうなのか、手刈りなのかとか、いろいろ

ありますね。乾燥は自然乾燥なのか、機械乾

燥なのか。精白にするとその機械があるのか。

生鮮はどうなのかとか。食品にして売ります

よって言ってもね、そのルート。販売方法、

ＰＲをどうするんだとか。粟、ひえなど単品

ですと、その白米に直接混ぜるわけに行きま

せんからね。これ臭いがするんですよ。そし

て、やっぱり冷めたらおいしくなくなるとい

うようなこともありますから、適切なブレン

ドが必要だと、そのブレンドをどうするんだ

とか、いろいろその今ふと思いつきました。

課題が多いわけなんです。市長。 

 しかしですね、雑穀を新たに利用している、

加工食品の創出。これが必要ですし、つまり

その雑穀を加えた加工食品をつくり出す、商

品価値を高める、その可能性も雑穀には秘め

ているんですよ。ですから、そういう課題を

ひとつひとつ克服する中から、意欲的に生産

者の方に市が音頭をとって、若い人の意欲の
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ある人も、お年よりも元気な人もたくさんお

りますので、働きかけをお願いしたいという

ことをちょっと言いたかったわけです。 

 それと教育長、どうもありがとうございま

す。実はですね、本日の北海道新聞見ますと、

道内の高校の授業料の滞納ですね。これが５

年間時効でという。その時効を聞いたんです

よ。ちょっとびっくりしました。私、知りま

せんでした。これは親の経済状況の悪化とモ

ラルの低下で滞納しているのでないかと。何

と１億円を超えているって言うんですよね。

高校ですけれどね。そして７年もの時効も１，

５０３万円という今日の道新の記事です。で

かく載っておりましたね。そこで、この学校

給食の場合はそういう時効制度があるのかど

うかということをちょっと触れて欲しいと。 

 それから、先程言いました未納金の対応の

中でね、教育長答弁をいただきましたけれど

も、この経済的に困難な世帯の就学支援制度

というのを触れていたはずなんです。就学支

援制度というのは、生活保護世帯とか母子世

帯を言っているんだと思うんですが、そのほ

かに例えばその保護者のいわゆる所得、収入

が少ない方も支援制度の中に入っているのか、

どうかなというふうに考えていたんですけれ

ども、その点はどうなんでしょうか。 

 いや、そういう制度もありますと、先ほど

言いました生活保護世帯と母子家庭。それ以

外に低所得者も入っているんですよと。その

一言でいいですから、もしあったら触れてい

ただきたい。このように思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 森川議員の質問にお答え

します。 

 雑穀のブランド化につきましては、今お聞

きしましたように専門的な課題もあるようで

ございます。いずれにしても、ブランド化に

つきましては、農業者自らのやる気も必要で

ございますので、この農業者、そして農協、

そして行政と連携をとりながら検討してまい

りたいと考えておりますので、ご理解願いま

す。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君 森川議員の質問にお答

えいたします。 

 本市の給食会計。これ私会計になっており

まして、私会計の場合は、時効、民法の適用

で５年間となっております。ただこれは本人

の申請がなければ、適用にならないというこ

とで、債権は消滅しないということになりま

す。 

 それから次に、就学援助制度についてであ

りますけれども、これは、すべての子ども達

が等しく教育を受けるということが出来るよ

うに行っているものでございまして、本市に

おいては前年の収入が生活保護世帯認定基準

の１．１５倍以下の世帯。標準４人世帯で前

年度収入が３０７万５，０００円以下を対象

として、給付しているところでございます。

これにつきましては、例年２月に児童生徒を

通じて、保護者に制度の案内をそれぞれ配布

するほか、メロディ等での周知を行っている

ところでございます。 

●議長林 国夫君 吉岡議員の質問は午後か

らといたします。 

 午後１時１５分まで休憩いたします。 

 

正午１２時１５分 休憩 
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午後 １時１５分 開議 

 

●議長林 国夫君 休憩前に引き続き会議を

開きます。一般質問を続けます。 

 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員（登壇） ２００８年第

２回定例会にあたり、通告の通り４点につい

て市長並びに教育長に質問いたします。 

 一般質問に入る前に一言お話させていただ

きます。原爆症認定申請を却下された被爆者

が、国に却下処分取り消しなどを求めた訴訟

で、６月１０日舛添要一厚生労働大臣は、原

告全員が勝訴した仙台高裁、大阪高裁の判決

について上告を断念すると正式発表しました。

当然のことです。 

 しかし、同時に基準の根本的な見直しと、

集団訴訟の全面解決については拒否しました。

これは被爆の実態や６４年の被爆者の苦しみ

に目を閉ざし、１５回に及ぶ司法の判断にそ

むく態度を改めようとしないものです。 

 桜井市長は、平和市長会なるものに参加さ

れました。被爆地広島、長崎と共に、非核平

和を願う態度を表明されています。これ以上

の裁判の長期化を許すことなく、原爆症に苦

しむ被爆者を早期に救済するよう運動にぜひ

参加されていただきたいと考えております。 

 質問に入ります。第１点目は、本市の自然

環境について伺います。 

 ものものしい警備で初夏のさわやかな北海

道の観光に水を差しかねない、洞爺湖サミッ

トが目前に迫ってきています。地球温暖化問

題が主議題となるということですが、世界の

各国から首脳と言われる人達と、その人たち

を取材するために、多くの関係者がジェット

燃料という化石燃料を使い、日本の洞爺湖に

集うことに疑問の声が上がっているというこ

とも頭の片隅に置きつつ、サミットの議論に

注目していきたいと思っています。 

 先日、冒険家の三浦雄一郎さんが世界最高

峰のチョモランマ登頂に成功して、その際の

地球温暖化の驚異的進行を懸念する談話が発

表されました。昨今の異常気象は、まさに温

暖化をもたらしているのではないかとの研究

も発表されています。人間の際限ない経済活

動と、限りある自然環境との共存があり得な

いことを異常現象が暗黙のうちに示している

としか考えられません。 

 さて、本市は豊かな自然という言葉が本当

に似合うと感じています。余りに身近に、ま

るで空気のようにあるからこそ、その良さに

気づかないということが大いにあります。美

唄市の自然環境がまさにそうだと思います。

その自然環境について、私なりに何点か気な

る点について質問いたします。 

 その１点目は、エキノコックス感染症につ

いてです。キタキツネが人間を警戒しなくな

ったのか、姿をよく見かけるようになりまし

た。キツネのもたらす感染症にエキノコック

ス症があります。このエキノコックス症への

本市の対応とその予防についてまずお聞きい

たします。 

 ２点目は、鳥獣の被害についてです。人間

のみ生活しているわけではありませんので、

鳥獣の被害などが発生することも多々ありま

す。本市の実態と対策。被害拡大防止のため

の状況と対策についてお聞きいたします。 

 ３点目は、宮島沼についてお聞きいたしま

す。住民の生活する場所の上を渡り鳥が飛ん
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でいる。美唄市民は慣れているので、余り感

動することはないと思いますが、日本中を探

してもそうあることではありません。宮島沼

の環境についてですが、乾燥化で、沼の面積

が減少したり、水深の変化や堆積物も多くな

っていると言われています。環境保全のため

の対策や、計画についてお聞きいたします。 

 また、今年道内で鳥インフルエンザの発生

が報道されておりましたが、宮島沼はどうだ

ったのでしょうか。お聞きいたします。 

 第４点目には、ちょっと聞きなれない地域

だと思いますが、上美唄学術自然保護地区に

ついてお聞きいたします。ここに美唄湿原の

花という本があります。これは美唄で長く教

員を務められた草野貞弘さんという方がお書

きになったものです。既に草野さんはお亡く

なりになっておりますが、私は最近美唄湿原

に行くことが多くなりまして、この草野さん

の本をよく見るようになりました。ここの５

８ページから５９ページにこうあります。最

後に残った原野の一部が上美唄学術自然保護

地区と保存されることになりました。しかし、

周囲からの渇きには勝てません。ワタスゲが

トキソウが行き絶え絶えに命を保っています。

１８線６号には、ここは湿原の名残です。と

でも言いたげにぽつんと立つ看板が夕日に浮

かび上がっていました。こうあります。この

上美唄学術自然保護地区の西側には、北海道

農業研究センターの管理する、いわゆる美唄

湿原があり、木道が敷かれていて、北海道中

の湿原や、花の好きな人の密かなポイントに

なっています。 

 私もそこに通う中で札幌から来られている

方と知り合いになりましたが、その方からこ

の場所について聞かれました。花の名前など

が書いてありますが、排水が引かれておりま

して、どこから入っていいかわからないもの

である。そしてまた、ぜひ見てみたいと思う

けれども、どこが管理しているのかとの疑問

が寄せられていますので、ここでお聞きした

いと思います。 

 第２点目は、公園の管理と整備についてで

す。気温が上がり戸外のレジャーを楽しむ市

民が増えてまいりました。市内には公園が数

多くあり、多様に楽しむことができます。公

園には、その設置目的別に持つ機能が様々だ

と思いますが、その管理と整備状況。特に草

刈や施設の掃除や管理についてどのようにな

っているのかお聞きいたします。 

 ３点目は、福祉行政についてお伺いします。

その１点目は介護保険についてです。先日本

市の高齢化率が３１．３％になったとの報道

があり、年々高齢化率が進んでいることに驚

いています。本市内の高齢化率と介護認定状

況の推移について過去３年間の変化について

まずお聞きいたします。 

 次に、施設入所状況についてですが、昨今

の高齢者人数の増加に伴って市内にも新たな

施設が設置されています。市内各所の施設の

入所状況や待機者の状況などについてどのよ

うになっているのかお聞きいたします。 

 ３点目は、高齢者の虐待についてです。こ

の点については、新聞やテレビなどで常に取

り上げられており、心が痛む報道もたくさん

あります。本市の状況はどのようになってい

るのかお聞きしたいと思います。 

 大綱の４点目は、教育行政について教育長

に質問いたします。その１点目は、学校の耐
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震化についてです。初めに、先月の四川大地

震で亡くなられた方に心からの御冥福をお祈

りすると共に、被災された方々に心からのお

見舞いを申し上げたいと思います。 

 この問題については、午前中、同僚議員か

ら質問もありましたが、私は、定例会の場で

何度もこの問題についても取り上げておりま

すので、できるだけ重ならない立場でお伺い

したいと思います。 

 その１点目は、本年度学校耐震化に向けて

教育予算がついておりますが、本年度の実施

計画及び今後のスケジュールについてどのよ

うになっているのかお聞きしたいと思います。 

 第２点目は、学校教育無償の考え方につい

てお聞きいたします。憲法第２６条では義務

教育は、これは無償とするということになっ

ておりますが、実際に日本の教育費の問題、

保護者の負担の問題は、世界の中でもトップ

クラスと言われるような状況になっており、

昨今の、格差や貧困の拡大の中で学校のこの

無償の問題が大きく取り上げられておりまし

た。 

 教育長の考える教育の無償の範囲について

どのようにとらえてられるのか、お伺いいた

します。 

 ３点目は、学校給食についてお伺いいたし

ます。この問題についても午前中に同僚議員

の質疑がありましたので、私からは１点につ

いてのみお伺いしたいと思います。食材や光

熱費の高騰に伴って、給食の会計が大変厳し

くなっていることは、午前中にも伺いました。

確かに今のままでいけば、給食の会計は破綻

してしまうかもしれません。 

 私はこの値上げをするのであれば、その時

期についてぜひお考えいただきたいというこ

とです。私も子供が学校に通っておりました

ので、給食費は納めておりましたが、たしか

１年分を分割して納めているということにな

っていたと思います。他の自治体では年度途

中で引き上げているところもあります。確か

に厳しいこともわかりますけれども、親の計

画とかもございますので、時期については、

なるたけ今年度中はやられない方向で御検討

願いたいというふうに思います。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 吉岡議員の質問

にお答えします。 

 始めに本市の自然環境について。エキノコ

ックス感染症についてでありますが、本市に

おきましては、エキノコックス症の予防と患

者の早期発見・早期治療に過去５年間、検診

を受けていない小学校３年生以上の方を対象

にした「エキノコックス症検診」を毎年実施

しており、これまで感染例はございません。 

 また、検診時や各種健康教室において、感

染予防に対する啓発に努めているほか、道で

はエキノコックス症の発生状況を把握するた

め、毎年疫学調査を実施しており、平成１９

年度の本市の状況は、４体のキツネを調査し、

いずれも陰性でありました。 

 感染症対策を効果的に進めていく上で、市

民の皆さんにエキノコックス症への理解を深

めていただくことが最も重要であることから、

今後におきましても、あらゆる機会を通じて、

正しい知識の普及啓発に努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、鳥獣被害についてでありますが、ア

ライグマやエゾシカによる、自家用野菜等の



- 54 - 

被害が発生しておりますが、その件数・被害

額の詳細については、把握してございません。

被害防止につきましては、猟友会に委託し、

エゾシカを駆除しているほか、アライグマに

つきましては、防護ネット、箱わな等により

対策を講じております。 

 なお、アライグマの捕獲件数につきまして

は、平成１８年度は２２頭でありましたが、

平成１９年度は生息数の増加や生息区域も拡

大していることから、５１頭となっておりま

す。 

 また、道ではアライグマの捕獲数が全道で

平成１７年度１，４９７頭、平成１８年度１，

７２４頭と増加していることから、今年度、

本市、三笠市、夕張市、滝川市、砂川市、月

形町を区域拡散防止のために集中捕獲対象地

域に指定されたところであり、捕獲に向けた

箱わな設置箇所の選定等にあたっては、道と

本市及び関係市町と相互に協力して実施して

いるところでございますが、今後ともより連

携を密にして、防護対策を図ってまいりたい

と考えております。 

 次に、宮島沼についてでありますが、平成

１９年度から、国の直轄事業として、生態系

の健全性を回復することを目的とする、宮島

沼の自然再生事業に取り組んでおり、現在、

保全事業基本計画の策定作業を進めておりま

す。 

 宮島沼の水面積が減少していることや、水

深が浅くなっていること、水質が悪化してい

ることなどを、事前調査により把握しており、

計画の策定に当たっては、浚渫や水質浄化な

どの具体的な対応策が盛り込まれるものと考

えております。 

 今後におきましても国と十分に連携を図り

ながら自然再生事業を促進し、水鳥などの良

好な生息環境を確保し、湿地の保全に向けた

取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、宮島沼における今年の春に確認した

死亡鳥の個体数は、オオハクチョウ２羽、コ

ハクチョウ３羽、マガン５羽、ガン・カモ類

３羽となっており、近隣で確認されたオオハ

クチョウ２羽、マガン１羽について道の機関

で実施した検査結果は陰性となっております。 

 次に、上美唄学術自然保護区域についてで

ありますが、上美唄学術自然保護地区は、美

唄湿原の貴重な湿生植物の生息地で、学術上

の価値があり、保護することが必要な地区と

して「北海道自然環境等保全条例」に基づき、

昭和５０年８月に北海道が指定し、現在北海

道が管理しているものです。 

 当該地区は自然保護の観点から、指定当初

より容易に立ち入りできるような入り口はな

く、人為的な影響を受けない形で湿原が保護

されてきており、これまでの方法で引き続き

管理していくと伺っております。 

 次に、公園の管理と整備について。公園の

管理の状況についてでありますが、市では、

現在街区公園１０カ所、近隣公園３カ所、総

合公園 1 カ所、その他の公園として遊園通り

等８カ所、市営住宅に付属している児童遊園

１０カ所、地域緑地公園等 60 カ所、合計で９

２カ所の公園等の管理を行っております。 

 利用時期につきましては、例年雪解け後の

５月上旬ごろから利用いただいており、管理

の内容につきましては、公園等の施設により

違いがありますが、主なものとして、花の植
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栽や花壇の草取り、草刈りや樹木の剪定、樹

木等の冬囲い及び撤去、トイレ等施設の清掃

を実施しております。 

 中央公園、旭公園等の２２公園については、

樹木等の冬囲い及び撤去、トイレ等施設の清

掃を業務委託で行い、草刈り等につきまして

は、主に市職員が行っております。 

 その他の緑地公園などは、各団地の自治会

や地域の町内会等に草刈、清掃等をお願いし

ております。 

 市としましては、今年度から新たに「美し

きまちづくりサポーター事業」を開始し、市

民ボランティアによる公園草刈り等の推進を

図ってまいりたいと考えております。 

 次に、福祉行政について、高齢者の虐待に

ついてでありますが、高齢者の虐待につきま

しては、地域包括支援センターを窓口として、

相談を受けておりますが、在宅における暴力

行為、介護放棄、年金資産の取り上げなど、

センター設置以降、平成１８年度６件、１９

年度４件、２０年度については、５月末現在

で１件の虐待に関する相談があり、訪問のほ

か、関係者からの情報収集により事実確認を

行った上で、関係機関と連携を図りながら、

問題解決に向けた対応をしているところです。 

 なお、市内介護施設等での虐待につきまし

ては、現在まで報告は受けておりません。 

 なお、介護保険について施設入所状況につ

いては、保健福祉部長から答弁させていただ

きます。 

●議長林 国夫君 保健福祉部長。 

●保健福祉部長中川直紀君 介護保険につい

て、施設入所状況については、私からご答弁

させていただきます。 

 本市の高齢化率や介護保険の状況について

でありますが、過去３年間の４月１日現在の

高齢者数と高齢化率について申し上げますと、

平成１８年度は前期高齢者４，２４０人、後

期高齢者４，１９２人の合計８，４３２人で、

高齢化率は２９．４％。平成１９年度は前期

高齢者４，２７０人、後期高齢者４，２８９

人の合計８，５５９人で高齢化率は３０．５％。

平成２０年度は前期高齢者４，１９７人、後

期高齢者４，３８５人の合計８，５８２人で、

高齢化率は３１．３％となっております。 

 次に、介護保険認定者数については、平成

１８年度は認定者数１，４８９人で、認定率

は１７．５％となっており、要介護度別の内

訳は、経過的要介護４２９人、要介護１、４

０２人、要介護２、２０２人、要介護３、１

６４人、要介護４、１１４人、要介護５、１

７８人、平成１９年度は、認定者数１，５０

７人で、認定率は１７．５％。内訳は、要支

援１、２８８人、要支援２、１８１人、要介

護１、３０７人、要介護２、２３７人、要介

護３、１６３人、要介護４、１４２人、要介

護５、１８９人、平成２０年度は認定者数１，

５０９人で、認定率は１７．５％。内訳は、

要支援１、２８６人、要支援２、２２１人、

要介護１、２５５人、要介護２、２２９人、

要介護３、１８１人、要介護４、１２９人、

要介護５、２０８人となっております。 

 また、平成１８年度から導入されました予

防給付は、要支援状態にあっても適切なサー

ビスの提供により、重度化の防止と生活機能

の維持・改善を図りながら、在宅でその能力

が生かせる事を目的としております。 

 平成１９年度予防給付のサービス利用者の
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合計は、４１２名となっており、このうち３

３２名の方々は予防サービスの利用から身体

状況に大きな変化がなく、生活機能が維持さ

れているものと判断しております。残り８０

名の方々については、介護度の悪化は５７名。

死亡、転出１３名。非該当３名。その他サー

ビス利用中止等７名となっております。 

 なお、最近の国の調査では、制度導入以前

より要支援者の悪化人数が減少しているとの

報告がされているところであります。 

 次に、施設入所状況についてでありますが、

市内の介護保険関連施設で申し上げますと、

特別養護老人ホーム恵祥園５９名、泰康は３

１名、コミュニティホーム美唄８０名、ケア

ハウスハーモニー５０名、グループホームな

なかまど美唄館が１８名、アルメリア１８名、

グループホーム駅前館９名、いずれも現在満

床となっております。 

 介護療養型病床は、しろした・花田両病院

で１１９名のベッド数があり、１病院で若干

の受け入れが可能と伺っております。待機者

数は恵祥園が１１１名となっており、民間各

施設におきましては、１名から４０名程度と

把握しております。 

 恵祥園１１１名の待機状況の内訳ですが、

在宅約９名、老人保健施設３８名、病院４３

名、養護老人ホーム等他施設２１名となって

おり、恵祥園以外の施設の申し込みをしてい

る方もおられます。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君（登壇） 吉岡議員の質

問にお答えいたします。 

 初めに、学校耐震化についてでありますが、

中国・四川省大地震は、児童生徒の安心・安

全を確保していくことの必要性、重要性を改

めて強く認識させられたところであります。 

 本年度の学校耐震化に関する取り組みにつ

きましては、設計書等の資料や、施設の目視

などにより、今後の耐震化に向けた、優先順

位を判断してまいりたいと考えております。 

 この優先順位を基に、耐震化に対する補助

率の改正、学校の適正配置の考えと共に、財

政状況等踏まえながら、耐震診断、耐震改修

へと進めてまいりたいと、このように考えて

いるところでございます。 

 次に、義務教育無償の考え方についてであ

りますが、義務教育における補償の考え方は、

授業料以外の教科書、学用品、その他教育に

必要な一切の費用までも無償とするものでは

ないという考え方が示されております。 

 この事から文房具や補助教材などのように

児童生徒個人の所有に関わるものや、社会科

見学等教育活動の結果が直接的に児童生徒個

人に還元されるものについては、私費負担と

して、区分しているところでございます。 

 次に、学校給食についてでありますが、現

在学校給食は食材が高騰している中、低価格

の食材の選定など、様々な工夫をしながら、

提供を行っているところであり、給食費の値

上げにつきましては、こういった取り組みを

踏まえまして、今後美唄市学校給食運営協議

会などで検討してまいりたいと考えていると

ころでございます。 

●議長林 国夫君 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員 自席から何点かにわた

り質問させていただきます。 

 公園の管理についてですが、先ほどの、市

長のご答弁の中で公園の草刈りを市職員の方
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がやってらっしゃるということを、恥ずかし

いことなんですけれど、初めて知りました。

改めて職員の皆さんの姿勢に敬意を表したい

というふうに考えています。 

 公園の遊具の安全確認について、まず伺い

たいと思います。この問題について、私は何

回か定例会のところで伺っているんですけれ

ども、必ずと言っていいほど事故が起きてか

ら報道がされております。本市の公園の遊具

の安全の点検は、どのようになっているのか。

今年度、供用を開始したということですけれ

ども、点検は済まされているのかどうか、そ

の点について伺いたいと思います。 

 公園の中では、気象の変化などから、蜂や

毒の毛虫などが発生されているのも、よく見

かけるんですけれども、これらについての見

回りや防除の体制はどのようになっているの

かお伺いします。 

 それと公園の中、特に今回の質問をするに

あたって見て回ったんですが、炭鉱メモリア

ル公園についてですが、だいぶ草丈が伸びて

おりまして、草刈りや整備について、看板な

ども見えにくい様子なども伺いましたけれど

も、今後この炭鉱メモリアル公園についてど

のように整備、管理されるのか予定をお伺い

したいと思います。 

 それから福祉行政についてですけれども、

新しい制度が導入されて、介護予防プランに

基づいて予防サービスを利用して、元気に暮

らしている高齢者がいるということは、確か

に事実だと思います。しかし、自立支援の名

のもとに、利用者にとって本当に必要なサー

ビスが取り上げられたり、利用が制限される

ということがあれば、それは逆に閉じこもり

や社会的な孤立状況、それから状態の悪化を

もたらすことになるというふうに考えます。 

 私のところに市民の方々からこの介護予防

サービスについて、いろいろと話が寄せられ

るんですけれども、自分の思いどおりになら

ない。今まで受けていたサービスが受けられ

なくなってしまった。困ったという話が寄せ

られていますが、こういった問題についてど

のようにお考えでしょうか。 

 また、先程のご答弁の中で平成１９年度予

防サービス利用者４２０名のうち３２２名で

したか。約８０％の方々がサービス利用によ

り、生活機能の維持が図られているというこ

とでしたが、このことは予防サービスの効果

があらわれているのかと、私も同様に感じま

すけれども。残りの８０名のうち状態が悪化

したという５７名。ここのところの予防がこ

れから非常に重要になってくるのだと考えて

おりますが、今後のこの予防給付対象者の悪

化防止についてのお考えについて、伺いたい

と思います。 

 それから教育長に再質問させていただきま

す。学校耐震化については、本年度予算はつ

いていたということで、伺ったんですけれど

も、あまり具体的な耐震化に向けた取り組み

には、なってないのではないかなという印象

が否めません。先日の四川大地震というのは、

本当に市民に、それから全世界に衝撃を与え

たと思うんですけれども、毎日新聞なんです

けれど、本来は大きい写真だったんですけれ

ども、ここに生き埋めになって左手でペンを

握り締めたままの子供の写真。子どもだろう

と思われる、学校の下敷きになっている子供

の写真が載っているんですよ。本当にこの写
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真を見ると、何ともいえない思いになるんで

すけれども。 

 この写真を撮ったカメラマンの方の話です

けれども、デジタルカメラのモニターで写真

を確認すると左隅に目が行ったと。確認する

と人の手だった。ペンを握っていた。７歳の

娘の父でもあるこのカメラマンの方は、劉さ

んですけど。沈痛な思いを抱きつつ、５メー

トル近づき、左手のアップを撮影した。顔は

見えなかったが、服装から男子のように思っ

た。生徒はなぜペンを握っていたのか。劉さ

んは推測する。下敷きになっても生きていた

のではないか。身動きがとれぬまま左手で周

囲を探りペンを掴んだ。自分は決して死なな

いとの意思を示すため、強く握り締めた。と、

こういうふうに、この劉さんという方はおっ

しゃっています。 

 今回の定例会では、同僚議員の中に美唄の

財政状況を非常に心配する質問もありました。

私も確かにそれはわかります。しかしながら、

この学校という場ですよね。親が子供を信頼

して預けている場です。子供たちも当然安全

だというふうに、日本の子供たちは当然安全

だというふうに今までは、学校で学んでいて

思っていたと思うんですよ。しかしながら、

この地震です。先ほど同僚議員の中に予言者

がって言うのがありましたけれども、いつど

こで、こういった災害が起きるかどうか、そ

れがないと誰も言いきれないはずです。もち

ろん教育長も私も出来ません。あるとも言い

切れないんですけれども。そういった中で、

今回国会で学校の耐震化を進めるための法案

が整ったと思うんですよね。 

 今ほど伺いましたら、ほとんど美唄では、

お金を出すことはやらないで、書類の調査だ

とか目視だとかっていうんですけれども、市

民の中では、やはりそれでは納得がいかない

んじゃないでしょうか。出来ましたら、教育

長、スケジュールを明らかにしていただきた

い。午前中の答弁の中では、対象となる学校

の数字出ていましたよね。小学校が６校にな

ると。茶志内小学校と西美唄小学校が中学校

に移るから６校になって、体育館の６館。そ

して中学校は１校の１館。ここのですね、出

来ましたら急いで耐震診断をしますと。補強

のスケジュールみたいなものを、市民に発表

しなければ、納得しないと思うんですよ。ひ

どい状況ですから、お隣の中国で。今伺った

ところ本当にこれで何ができるのっていうよ

うなやり方ですよね。今年の中身ではね。ま

ずそのことについて伺いたいと思います。 

 それから、義務教育の無償の考え方ですけ

れども、先ほど教育長は授業料だけで、教科

書などはまた別な物だという話がありました

けれども。教科書は以前、この義務の中でも、

有償にしようという話もありましたけれども、

今のところ無償になっていますよね。親とし

ては当然、今まで私たちは無償だというふう

な形でやってまいりました。同じ美唄市内に

通っている子どもでも、小中学校、いろいろ

その学校ごとに父母の負担は違っているんで

すよね。私の場合でいうと年１回、ＰＴＡ総

会４月くらいにあったときに、給食費を含め

てＰＴＡ会費、それから学年費という形で、

その学年ごとにいろんな子供の備品を集める

形になるんですけれども。その金額も結構大

きな金額になっていくんですよね。１人なら

いいですけど、２人、３人と、学校に通って
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いればまた大きくなります。ぜひ教育委員会

の中で、各学校、学年ごとにどんな項目で、

親からどのぐらいお金を徴収しているのかと

いうのを調査していただきたいと思うんです

よね。まずそれが１点。 

 それとこれも別の新聞記事なんですけれど、

先程、親に負担を求めざるを得ないというよ

うな話でしたけれども、東京のある小学校の

事務職員の話なんですけれども、なるだけそ

の親に負担を求めない形で、学校の子供たち

のお金を、推移させたいと。その中でその人、

こう言っているんですよ。目玉焼きを作る調

理実習で玉子を公費で請求したら子ども達が

食べるものはダメ。アサガオ栽培セットは子

どもが持ち帰るものだからダメ。これがいわ

ゆるさっき教育長がおっしゃったことだと思

うんですけど。ところが、こうした基準も極

めてあいまいなもの。総合の授業でお茶の勉

強をするため、お菓子を公費で請求したら、

すんなり認められた例もありましたと。受益

者負担なんて、教育予算を減らしたいがため

の言い訳にすぎませんと。この事務職員の方

はおっしゃっているんですよね。この方は事

務職員が中心となって学校ぐるみで、保護者

負担を減らし、公費で賄う努力をしていると。

見積もり合わせをして、少しでも安いものに

変える。セットのものをバラにして公費で買

いそろえる。算数セットや鍵盤ハーモニカを

公費で買って、備えつけるという成果も生ま

れているとなっています。 

 また別な事務職員の方はこう申しておりま

す。保護者負担の問題は、学校全体のものと

した粘り強い取り組みが必要ですと。いい授

業をやりたいからこの教材が欲しいというの

は、教師にとって当たり前の気持ちですよね

と。でも予算がないから保護者に出してもら

おうでは、保護者負担は増えるばかりです。

学校の予算会議で何度も話し合う。学校だよ

りに教育予算について書く。学校側の都合だ

った名札もやめたと。こうした積み重ねの中、

ワークやドリルも公費にして、保護者負担を

ゼロにすることができたと。決してできない

わけではないんです。 

 確かに今美唄の中では、気運としては盛り

上がってないことかもしれません。しかしな

がら、この義務教育無償っていう姿勢は、と

ても大事なことだと思うんです。今この格差

と貧困が拡大する中で、子供たちが学校へ行

くことさえ心配になっている。そんな状況も

生まれてきているんです。できましたら、こ

のことを教育委員会が率先して、取り組んで

はいただけないかというふうに私は考えてい

ます。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 吉岡議員の質問にお答え

します。 

 初めに、公園遊具の安全対策についてであ

りますが、毎年定期的に遊具等の点検を行い、

必要に応じ修繕や補修を行っております。今

年度につきましても、雪解け後の点検のほか、

修繕時間を要するものについては、使用を制

限したり、中止等の措置をとっております。

今後におきましても、定期的に巡回し、遊具

の安全確保に努めて参りたいと考えています。 

 次に、蜂や毒毛虫の防除についてでありま

すが、蜂の巣などは業者に依頼し、措置を行

い、毒毛虫については、樹木の剪定及び草刈

り等により防除しております。 
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 次に、炭鉱メモリアル公園の草刈り等の整

備状況についてでありますが、清掃は週１回、

草刈り等につきましては、炭鉱遺産の観光バ

スツアーやお盆時期等を考慮し、実施してお

り、今年度は柵の補修と、駐車場への案内看

板を見やすくするよう、工夫してまいりたい

と考えております。 

 次に、要介護認定や予防給付についてであ

りますが、介護認定は、主治医の意見書及び

認定調査の資料を基に、介護認定審査会を経

て決定しており、これに対し、疑問がある場

合は、市の介護保険苦情調整委員会で対応し

ているところですが、認定に不服のある場合

は、北海道介護保険審査会に申し立てができ

ることとなっております。なお、これまでに

そのような申し立てはなかったところでござ

います。 

 また、予防給付のサービスについては、自

立支援の観点から、その内容が見直されたこ

とにつきましては、対象者にご理解いただく

よう説明してきたところでございます。 

 次に、予防給付対象者の悪化防止としまし

て、本年度策定いたします、第４期高齢者保

健福祉計画・介護保険事業計画に地域包括支

援センターを中心とした、適切なケアマネジ

メントによる予防給付を重点項目として取り

上げ、継続して推進してまいります。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君 吉岡議員の質問にお答

えをいたします。 

 初めに、学校の耐震化についてであります

が、私ども教育委員会といたしましては、子

どもの安心・安全を確保するということは、

非常に大切なことだと認識しております。国

の補助の改正等を踏まえ、学校の適正配置の

考え方や本市財政状況等を勘案しながら、学

校の耐震化を進めてまいりたい。このように

考えているところでございます。 

 次に、教育費の保護者負担についてであり

ますが、各学校におきましては、先ほどもお

答え申し上げました考え方に基づき、対応し

ているところでございまして、学校間におけ

る保護者負担が、異なっていることにつきま

しては、教育委員会としても把握しておりま

すが、各学校においては、それぞれさまざま

な授業や指導の工夫・改善、特色ある教育活

動を展開しており、それらに必要とされる教

材等も異なるものと、このように考えており

ます。 

 次に、教材等の再利用についてであります

が、学生服などに一部、行っている事例があ

りますが、こういった取り組みは、保護者や

学校現場からの発議の中から共通の認識のも

とに、進めることが大切であると考えており

まして、今後におきましては、ぜひそういっ

た気運が高められるように、各方面にも働き

かけをしてまいりたい。このように考えてい

るところでございます。 

●議長林 国夫君 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員 教育長にお尋ねします。 

 学校耐震化についてですけれども、基本的

な姿勢はよくわかります。ただ、この今の時

期ですから市民の不安を払拭するためにも、

是非スケジュールを明らかにしてほしいと私

はさっきお話したんですよね。 

 今回の、国会で決まった学校耐震化の推進

の法案ですけれども、私たち共産党の議員で

勉強会をしておりまして、その中では３年間
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という期限が付いていたり、それから、確か

学校の危険度ですか。危険度が合致しなきゃ

という言い方おかしいんですけれども、非常

に危険度が高い方から進めていくというのか、

なんかそんな姿勢が国の方で縛りみたいのが

ある法律だというふうに、学習した中では感

じています。 

 それで、共産党としても道庁交渉や国への

交渉の中で、こういったことはぜひ改めてい

ただきたいところを交渉していくんですけれ

ども、教育長もやっぱり同じ立場でそういっ

たことを要求すると同時に、今この時期に、

市民の方一番不安なところは、この学校の問

題では耐震化の問題です。学校が本当に大丈

夫なのかどうか。子供たちが安心して送り出

せるのか。子供たちにも安心して勉強してい

いんだよって言えるのかどうか。そこだと思

うんですよね。ですから、これで３回目です

けれど、タイムスケジュール的なところはな

いんですけれども。おっしゃりにくいのかな

とは思うんですけれども。ご質問したいと思

います。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君 吉岡議員の質問にお答

え申し上げます。 

 学校の耐震化についてでございます。本当

にこの耐震化につきましては、極めて重要な

ことであると。このように認識しております

し、私ども教育委員会、教育長会議、全道、

全国の教育長会議のこういった学校の改善等

に、施設に対する要請。それと先日、こうい

った教育文教施設の期成会。文教施設整備期

成会というのがあるんですけれども、これは、

教育長や市町村の首長も入っておりますけれ

ども、そういった会議の中でも、やはりこう

いった施設の改善についての要望を強く要請

しているところでございます。 

 四川省の事件をみましても、非常に悲惨な

状況でございますし、ああいうことはあって

はならないものと、私どもも十分認識してお

りますし、国の今の補助の改正等を踏まえ、

また学校の適正な配置の考え方、財政状況、

こういったものを勘案しながら、学校耐震化

については進めて参りたいと思っております。 

●議長林 国夫君 吉岡議員の本件に関する

発言は３回に及びました。 

 会議規則第５６条ただし書きの規定により

特に発言を許します。 

 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員 結局、スケジュールに

関しては、スケジュールのスの字もなかった

んですけれども。それと先ほどから教育長の

ご答弁の中に何度も学校適正化という言葉が

出ているんですけれども。私は今回の中学校

の統廃合。それから小学校が中学校の建物に

移るという以外は、ないのかなというふうに

思っておりましたけれども。何回も何回もお

っしゃるものですから、つい聞きたくなるも

のでね。その裏には何かこう教育長がぜひと

もおっしゃりたいことがあるのかなと、下手

な勘繰りをしてしまいましたので。２点につ

いてお伺いしたいと思います。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君 先ほどお答えを申し上

げておりますように、今年度はこれまでの設

計資料あるいは目視等により優先順位を決め

ていくと。その後に、またスケジュール等に

ついては考えていきたい。このように考えて
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いるところでございます。 

 それと学校の適正配置の考え方ございます

けれども、これにつきましては、現在特にこ

ういったことということはありませんけれど

も、これからも、小規模化の進む学校という

ことになりますか。これについてはいろいろ

考えていかなければならないことから、その

ようなことを申し上げているわけでございま

す。 

●議長林 国夫君 次に移ります。 

 12 番、本郷幸治議員。 

●12 番本郷幸治議員（登壇） ２００８年第

２回定例会に当たり、大綱２点について市長

並びに教育長に質問します。 

 大綱の１点目。環境行政について。その１

つ、エコキャップ推進運動について。 

 ペットボトルのキャップの回収を、東京都

に事務所があるＮＰＯ法人エコキャップ推進

委員会が全国の各団体等に呼びかけておりま

す。同会では、回収したキャップをリサイク

ルメーカーに売却し、そこで得た売却益をＮ

ＰＯ法人、世界の子供にワクチンを日本委員

会に寄附をし、そこからポリオワクチンを世

界の途上国に送っております。 

 ポリオ、すなわち小児麻痺です。今から５

０年前に世界中で猛威をふるいそして、日本

でもこのウイルスが、１９６０年には５，０

００人以上の患者が発生しました。当時政府

はカナダや旧ソ連からポリオワクチンを緊急

輸入し、国内で１，３００万人の子供に投与

しました。その結果、同年より患者数が激減

し、現在では完全に撲滅状態が続いておりま

す。しかし、インドやアフガニスタン、ミャ

ンマーなどでは未だに患者が発生しており、

毎年１８０万人の子供がこれらの感染症で命

を落としているとの報道があります。 

 こうした中で、世界保健機構やユニセフは

この状況を改善すべく、ワクチン接種の推進

を世界各国に働きかけております。ワクチン

は１人分、２０円です。８００個のキャップ

で一人の子供の命が救えます。本市では、キ

ャップはプラスチック類として分別していま

すけれども、例えばキャップだけを分別して

回収し、ＮＰＯ法人エコキャップ推進委員会

に送られてはいかがでしょうか。ぜひとも人

道支援の観点から、大変評価できることと思

いますが、この取り組みについて市長の御所

見をお伺いします。 

 その２つ目。緑のまちづくりについて。７

月７日から北海道洞爺湖サミットが開催され

ます。そこでは、地球温暖化対策を始め、環

境問題が大きなテーマとなっております。地

球温暖化の原因である二酸化炭素を始めとし

た、温室効果ガスの排出量の削減が、今や地

球規模で重要な課題となっております。環境

問題の専門家は、温室効果ガスを削減するに

は、省エネの徹底とともに、光合成を行う森

を増やす事が効果的であると述べております。 

 近年こうした環境保全に対して、多くの企

業や民間団体がボランティアで行政とも連携

をとりながら、積極的に植樹活動が展開され

ています。本市にありましても、緑のまちづ

くりの推進のために、具体的に取り組むべき

だと思います。市長のご所見をお伺いします。 

 併せて今年度のゼロ予算にあります、花と

緑のまちづくり促進事業の内容についても、

お伺いします。 

 大綱の２点目、教育行政について。その１
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つ目、学校支援地域本部事業について。 

 文部科学省は、今年度より学校教員の負担

軽減を図り、教員が子供と向き合う時間の拡

充のため、地域住民による学校支援活動を促

進し、地域ぐるみの子供の教育の推進や、地

域の教育力の向上などを図る取り組みとして、

学校支援事業をスタートさせました。 

 既に革新的な取り組みで、話題を呼んでい

る杉並区立和田中学校の例もありますが、本

市の今までの取り組み状況と今後の考え方に

ついてお伺いします。 

 その２つ目。学校へのＡＥＤ設置について。

既に本市にありましては、主な公共施設にＡ

ＥＤが設置されました。一昨年の８月には、

厚生労働省からの通知で、小児用パッドを取

りつけることにより、１歳以上８歳未満の子

どもにもＡＥＤが使用できるようになりまし

た。学校における子ども達の安心・安全を確

保するためにも、本市の小中学校にＡＥＤを

設置することを提案しますが、ご所見をお伺

いします。 

 ３つ目。子どもの通学時における安心・安

全について。いまだ記憶に新しい平成１３年

６月、附属池田小学校で起きた無差別殺人事

件。その後も、不審者が学校に侵入しての事

件や通学路での子どもに危害を加える事件が

いまだ後を絶たない現状です。こうした状況

下で、文部科学省の対応も学校安全の推進の

ための子ども安心プロジェクトの更なる充実

を図っております。 

 最近、市のホームページの不審者情報を見

ますと、昨年よりも増加しているように思わ

れますが、そこで、１つ本市も含めた空知管

内の平成１８年、平成１９年の不審者の出没

状況。それから直近の現状。そして、それら

の対応状況はどのようになっているのか。ま

た、今後の具体的な対応策についてお伺いし

ます。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 本郷議員の質問

にお答えします。 

 初めに環境行政について、エコキャップ推

進運動についてでありますが、エコキャップ

運動につきましては、再資源化の促進と同時

に世界の子供にワクチンを送る取り組みであ

り、大変意味深いものと考えております。現

在ペットボトルのキャップについては、資源

ごみとしてプラスチック類と合わせて回収し、

リサイクルを行っておりますが、現状の収集

体制の中で新たにキャップのみを分別して回

収するためには、新たな経費が見込まれるこ

とから、現状では検討すべき課題があるもの

と考えております。 

 次に、緑のまちづくりについてであります

が、本年度の地域力活用事業、いわゆる「ゼ

ロ予算事業」として予定している「花と緑の

まちづくり促進事業」は、東明公園の桜やつ

つじ、水芭蕉等の自生植物の群落など、市内

の特徴的な花の鑑賞スポットを市のホームペ

ージ上で紹介することに加え、市民と市が連

携した花づくりや樹木の植栽などを進めよう

とするものであります。特に温暖化対策とし

て道立林業試験場が開発したグイマツの新品

種等の話題もあることから、身近な場所を「ふ

るさとの森」として、市民や市外からの来訪

者と共に植樹の取り組みを進めることができ

るよう、場所や木の種類の選定など、現在検

討作業を進めているところであります。 
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 次に、推進の取り組みでありますが、東明

公園を初めとする公園整備や、北海幹線用水

路の敷地を活用した緑道の整備など、緑化等

の推進に努めてきたところであります。 

 市といたしましても、かけがえのない資源

である緑を増やし、保存するため市民の皆さ

んや関係機関・団体等と連携を図りながら、

緑化の普及に努め、今後も緑のまちづくりを

進めてまいりたいと考えております。 

●議長林 国夫君 教育長。 

●教育長村上忠雄君（登壇） 本郷議員の質

問にお答をいたします。 

 初めに、学校支援地域本部事業についてで

ありますが、これは、地域住民のボランティ

ア活動を通じ、地域全体で学校教育活動を支

援することにより、教師が子ども達と向き合

う時間を十分確保するとともに、地域の教育

力の活性化を図る為の体制づくりを整備しよ

うとするものでございます。 

 具体的に申し上げますと、各市町村に活動

促進の核となる１つの実行委員会を設置。さ

らに１中学校区に１つの地域支援本部を設置

し、各本部と各学校が連携を図り、地域住民

が通学路の安全指導や部活動の支援、環境整

備などのボランティアを派遣し、地域ぐるみ

で学校教育活動を支援しようとするものであ

ります。 

 教育委員会といたしましては、各学校にお

ける地域とのこれまでの取り組みを基本とし、

本市の実態にあった美唄らしい「学校支援地

域本部事業」とするために、校長会・教頭会

と連携し、教育委員会事務局全体で取り組む

べく、今進めているところでございます。 

 本事業は、地域と学校を中心として、地域

住民が主体的に学校に関わりを持っていくこ

とが必要であり、この考え方がしっかりと根

づいていくよう、関係部署との連携を深めな

がら、導入に向けて検討してまいりたいと考

えております。 

 次に、学校へのＡＥＤの設置についてであ

りますが、御質問にありましたように、小児

用のパッドの取りつけ措置により、管内小中

学校においても特にこの１年間で、急速にＡ

ＥＤの設置が進んでいると。このように認識

をしております。 

 教育委員会といたしましては児童生徒の生

命を守ることはもちろん、「部活動等での不慮

の事故への備え」「生命を大切にする心を育て

る観点から有効であること。」また、「市内す

べての小・中学校が広域避難場所に指定され

ていること」等の点から有用と考えておりま

すが、市内小・中学校へのＡＥＤ設置につき

ましては、広く関係機関とも協議をしながら、

検討を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、子どもの通学時における安心・安全

についてでありますが、最近３年間の不審者

出没事件は平成１８年度が、空知管内８２件、

うち美唄市内１１件。平成１９年度が空知管

内５８件、うち美唄市内９件、平成２０年度

が今年６月１１日現在で、空知管内３０件、

うち美唄市内４件で昨年度の同時期と比較し

ますと、空知管内は１９件の増、これは昨年

の約３倍でございます。美唄市内は２件の増

で、これは昨年の倍でありますけれども、今

日ここに来る前に、私の机の上に、奈井江町

で母町で１つ。美唄高校の前で、また不審者

１件出るということで、毎日のようにこの数

字、最近増えているところでございます。 
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 教育委員会では、不審者情報が提出され次

第迅速に、市内各小・中学校及び各幼稚園に

生徒指導情報を発行して、児童生徒及び幼児

の安全の確保について、万全を期すように指

導しているほか、教育委員会職員や学校教職

員による、定期的な巡回指導、民間の協力に

よる新入学全児童への防犯ブザーの配付等を

行っております。 

 また、各学校では、不審者に対する指導や

家庭への情報提供、教職員による通学路の点

検、すきやき隊や地域との連携による児童生

徒の登下校時の見守り等に取り組んでおりま

す。今後は、市の広報紙を活用して、市民全

体に児童生徒の見守りを呼びかけたり、学校

における防犯教室を、警察との連携により、

推進するなど、児童生徒の安全確保に向けて、

一層の取り組みに努めてまいりたい。このよ

うに考えております。 

●議長林 国夫君 12 番、本郷幸治議員。 

●12番本郷幸治議員 一通りの答弁ありがと

うございます。自席から１点、再質問させて

いただきます。 

 エコキャップの推進運動ということなんで

すが、ただいまの市長のご答弁で、通常のい

わゆるごみの回収。資源ごみの回収という、

そういう体制をとった場合には、予算として

大体６００から１，８００万円くらいかかり

ますと。今、本市の財政状況からすれば、こ

のキャップの回収のために、これだけの多額

の費用をかけるというのは、私自身も現実そ

れは大変厳しいだろうなという、ただ今の答

弁でそういう認識を持ちました。 

 しかしながら、その回収の方法を変えると、

どういうふうになるのか。いわゆる費用をな

るべくかけないで、回収方法を考えると、ど

ういうふうになるのか。例えば、公共施設。

本庁舎、それから学校、市民会館、総合体育

館、温水プール。人がたくさん集まって、い

わゆるそこで飲料水を飲んだりというような、

そういう場所に回収箱を設置するとか。それ

からまた、各町内にお願いして、回収をして

いただくとか。こういう方法がとれないのか。 

 これ実は、美唄のある団体が、今年１月か

ら２月まで、それぞれ町内に呼びかけたり、

それからまた友人知人に呼びかけて、回収し

て既にもう３月に送っているという。そうい

う報告を聞いているんです。趣旨を説明する

と、それであれば、ぜひ喜んで持って行きま

すよということで積極的に参加していただい

たという。そういう実績もあります。 

 そんなことで、大変本市としても、財政状

況が厳しいと思いますけど、本市としてどう

やったら取り組めるか。その取り組められる

範囲の中で、ぜひひとつ取り組んではいかが

でしょう。再度お願いします。 

●議長林 国夫君 市長。 

●市長桜井道夫君 本郷議員の質問にお答え

します。 

 エコキャップ推進運動についてであります

が、この運動を促進するためには、行政だけ

でなく、市民をはじめ、地域や企業、団体な

どの連携、協力が重要でありますので、回収

方法等も含め、他の先進的な取り組み事例を

調査するなど、検討を進めてまいりたいと考

えております。 

 

●議長林 国夫君 お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた
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したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 ご異議ありませんので、そのように決定い

たしました。 

 本日はこれをもって延会いたします。 

 

午後２時０６分 延会 


